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tion,andthroughouttheHigashibesshoFormation.DiatomzonesoftheupperC閉｡〃θ肋6〃α

肋伽ツαθZone(NPD3A)throughthemidd1eDθ〃ガ6〃｡φsゐZ伽勿Zone(NPD4A)areidentifiedwith

stratigraphica11yusefu1diatombiohorizons.Usefu1diatombiohorizonsinc1udingthefirsto㏄ur-

rence(FO)of1)､〃α8肋去α(D35,16.3Ma),theFOofn肋加(D40,15.9Ma)andtheLOofn

〃αθZ伽肋(D41,15.7Ma)arerecognizedintheTochiageMudstoneMemberoftheHigashibessho

Formation.TheFOofC.Z伽6θoZα桃(D41.5,15.6Ma)andtheFOofDθ肋｡〃｡畑80伽〃｡ク(D42,15.5

Ma)areidentifiedinthe1owerAsataniSi1tstoneMember,andtheLOofno肋刎｡ク(D43,15.4Ma)
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ofC086伽｡桃6〃8Zωゐあ〃㈱andthefirstcommonoccurrenceof1).〃αθZ伽肋area1sousefu1for1oca1

corre1ationthroughouttheHokurikuProvinc巳Corre1ationofthediatombiostratigraphytothe

magnetostratigraphyestab1ishedbyItohθ左αZ.(1999)intheYatsuoareaisnotcoincidentwith
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要旨

富山県八尾地域に分布する下部一中部中新統について

珪藻化石層序学的研究を行い,高い時問分解能で年代層

序を明らかにした.本地域の下部一中部中新統は楡原層,

岩稲層,医王山層,黒瀬谷層,東別所層,天狗山層,音

川層からなり,珪藻は黒瀬谷層最上部と東別所層から産

出した.東別所層は,Akiba(1986)の珪藻化石帯C.

肋伽〃θ帯(NPD3A),n力〃2Zα肋帯(NPD3B)お

よびnZα肋帯(NPD4A)に属する.広域対比可能な

生層準として,n〃αθZα肋の初産出(D35,16.3Ma),

nZα〃肋の初産出(D40,15.9Ma)および1).力舳Z伽肋

の終産出(D41,15.7Ma)が,東別所層の栃上泥岩部層

下部に認められた.Cω肋桃Zα〃｡ωZα桃の初産出

(D41.5,15.5Ma)とno肋刎｡クの初産出(D42,15.4

Ma)は,東別所層の浅谷シルト岩部層の下部に,no肋〃｡ク

の終産出(D43,15.3Ma)は同部層の上限付近で確認さ

れた.このほか,栃上泥岩部層下部のC086伽｡桃㈱

zωゐ伽㏄の終多産出とn〃αθz伽肋の初多産出層準が

対比に有用であることがわかった.八尾地域における前

期中新世末一中期中新世初頭での珪藻化石層序と古地磁

気層序の対比(伊藤ほか,1999)は,BarronandG1aden-

kov(1995)による対比と整合的でなく,珪藻化石層序の

ほうカミ系統的に古い年代を示す.珪藻化石の産出する範

囲では,隣接する医王山地域および金沢市南部地域の中

新統と非常に高い精度で地層の対比カミできる.

1.はじめに

近年北太平洋における新第三紀珪藻化石層序は急速に

進歩し,地層の広域対比や年代推定の手段として広く用

いられている.とくに最近では,中新世においても20-30

万年オｰダｰの精度での対比を可能とする新たな珪藻化

石層序カミ提案され,これによって,地層に記録されたさ

まざまイベントを高精度で対比し,それらの相互関係や

成因に迫ってゆくことが可能になりつつある(Yanagisawa

慮�歩�����

本論文をはじめとする一連の論文(柳沢,1999a,b,
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富山県八尾地域の下部一中部中新統の珪藻化石層序

柳沢幸夫＊

Yukio　YANAGIsAwA（1999）Diatombiostratigraphy　ofthelowertomiddleMiocenesequencei幕the
Yatsuo　area，Toyama　Prefecture，central　Japan．B％1乙Gεo乙S％7∂．如魏，vo1．50（3），p．139－165．，15

figs．，1table，5appen（iix－tables．

Abst聡ct：Diatom　biostratigraphy　is　establis五ed　for　the　lower　to　middle　Miocene　sequence　in　the

Yatsuo　area，Toyama　Prefecture，Hokuriku　Province，centraUapan．The　Miocene　sequence　inthis

area　is　composed　of　the　Nirehara，Iwaine，Iozen，Kurosedani，Higashibessho，Tenguyama　and

Otogawa　Formations　in　ascending　order．Diatoms　are　fomd　in　the　uppermost　Kurose（1ani　Forma－

tion，and　throughout　the　Higashibessho　Formation．Diatom　zones　of　the　upper　C剛0246％云伽砺

肋ηのα6Zone（NPD3A）through　the　middle1）ε％オ蜘lo卿s勧厩Zone（NPD4A〉are　identifiedwith

stratigraphically　useful　diatom　biohorizons．Useful　diatom　biohorizons　including　the　first　occur－

rence（FO）of　Z）．加鰯召κ如（D35，16．3Ma），the　FO　of　n伽砒（D40，15．9Ma）and　the　LO　of　n

ヵ耀伽如（D41，15．7Ma）are　recognized　in　the　Tochiage　Mudstone　Member　of　the　Higashibessho

Formation．The　FO　of　C勧660忽郷（D41．5，15．6Ma）andthe　FO　ofP翻加ゆsおoh鰯oづ（D42，15．5

Ma）are　identified　in　the　lower　Asatani　Siltstone　Member，and　the　LO　ofn　o肋％oづ（D43，15．4Ma）

is　located　in　the　uppermost　horizon　of　the　same　member．Furthermore，the　last　common　occurrence

of　Cos6初04乞s6欝16漉吻n欝and　the　first　common　occurrence　of　P。餌召6伽如are　also　useful　for　local

correlation　throughout　the　Hokuriku　Province．Correlation　of　the　diatom　biostratigraphy　to　the

magnetostratigraphy　established　by　Itohασ1．（1999）in　the　Yatsuo　area　is　not　coincident　with

Barron　and　Gladenkov’s（1995）diatom　biochronology．Diatom　ages　are　consistently　older　than

estimate（i　ages　based　on　magnetostratigraphy，suggesting　possible　error　in　correlation　between

diatom　stratigraphy　and　magnetostratigraphy．

要　　旨

富山県八尾地域に分布する下部一中部中新統について

珪藻化石層序学的研究を行い，高い時間分解能で年代層

序を明らかにした．本地域の下部一中部中新統は楡原層，

岩稲層，医王山層，黒瀬谷層，東別所層，天狗山層，音

川層からなり，珪藻は黒瀬谷層最上部と東別所層から産

出した．東別所層は，Akiba　（1986）の珪藻化石帯C．

肋襯y磁帯（NPD3A），n餌α6乙側如帯（NPD3B）お

よびP。伽如帯（NPD4A）に属する．広域対比可能な

生層準として，Z）。餌召6Z側如の初産出（D35，16．3Ma），

n伽如の初産出（D40，15．9Ma）およびnρ勉6」α吻

の終産出（D41，15．7Ma）が，東別所層の栃上泥岩部層

下部に認められた．Cα∂吻嬬　」醐o¢o競粥の初産出

（D41．5，15．5Ma）とn　o勧％o歪の初産出（D42，15．4

Ma）は，東別所層の浅谷シルト岩部層の下部に，P．o肋％oガ

の終産出（D43，15．3Ma）は同部層の上限付近で確認さ

れた．このほか，栃上泥岩部層下部のCoso劾04乞s6鰐

16ω魏伽鰐の終多産出とZ）．餌観側如の初多産出層準が

対比に有用であることがわかった．八尾地域における前

期中新世末一中期中新世初頭での珪藻化石層序と古地磁

気層序の対比（伊藤ほか，1999）は，BarronandGladen－

kov（1995）による対比と整合的でなく，珪藻化石層序の

ほうが系統的に古い年代を示す．珪藻化石の産出する範

囲では，隣接する医王山地域および金沢市南部地域の中

新統と非常に高い精度で地層の対比ができる．

1．はじめに

近年北太平洋における新第三紀珪藻化石層序は急速に

進歩し，地層の広域対比や年代推定の手段として広く用

いられている．とくに最近では，中新世においても20－30

万年オーダーの精度での対比を可能とする新たな珪藻化

石層序が提案され，これによって，地層に記録されたさ

まざまイベントを高精度で対比し，それらの相互関係や

成因に迫ってゆくことが可能になりつつある（Yanagisawa

and　Akiba，1998）。

本論文をはじめとする一連の論文（柳沢，1999a，b，

＊地質標本館（Geological　Museum，GSJ）
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C)では,この時間分解能の高い珪藻化石年代層序

(YanagisawaandAkiba,1998)を用いて,北陸地域

の中新統の精密な年代層序学を確立し,海水準変動サイ

クルなどの地史的イベントを明らかにするための基礎的

デｰタを提供する.すでに,金沢市南部地域と医王山地

域の中新統の珪藻化石層序については報告したので(柳

沢,1999a,b)､この論文ではその続報として,隣接する

富山県八尾地域(第1図)の下部一中部中新統の珪藻化

石層序について述べる.

八尾地域の新第三系の層序区分は,富山堆積盆地の標

準層序としてばかりでなく,北陸地域の標準層序と時階

区分として使用され,北陸地域全体の新第三系の層序を

構築してゆく上で重要な位置を占めている(藤井ほか,

1992).本地域の新第三系の層序と構造については,1950

年代以降数多一くの研究が行われ,その詳細が明らかにさ

れてきた(津田,1953.1955;中世古,1953.1954;坂

本ほか,1959;坂本｡野沢,1960;坂本,1966;早/■卜

竹村､1987)｡また,本地域では,Oyama(1950)による

マングロｰブ沼性貝類化石の発見をはじめ,貝類化石群

に関する数多くの研究が行われており,新第三系の貝化

石に関しては,本邦において最も研究が進んでいる地域

報(1999年

第50巻第3号)

の1つである(津田,1955;Tsuda,1959.1960;津田,

1965;藤井｡清水､1988.1989;Ogasawara功α五,1989

など).ま牟,この熱帯1亜熱帯性の貝類群集に関連して,

花粉化石の研究も行われ,マングロｰブの花粉化石も発

見されている(山野井はカ),1980;山野井｡津田,1986

など).微化石層序の研究でも,1950年代から有孔虫化石

の研究が着手され(千地,1955.1961),1970年代には日

本の浮遊性有孔虫化石層序の年代論的な枠組みを作る際

には,0%〃伽αdatumの年代を含め重要なデｰタを提供

した(Ikebe,θ≠αZ.,1972;千地｡池辺,1973など)｡そ

の後,珪藻を含む各種石灰質および珪質微化石層序の研

究が行われ,詳しい年代層序が明らかにされている(谷

村,1979;伊東,1986;HasegawaandTakahashi,

1992;佐藤ほか,1991など)｡さらに,こうした基礎的な

層序を踏まえて,中新世初期に日本海が拡大したことを

示す信頼性の高い古地磁気のデｰタが提供され,詳細な

古地磁気層序も明らかにされている(Itoh,1986.1988;

伊藤中川,1988.1989,伊藤ほか,1999など).このよ

うに,八尾地域は,日本の新第三系の中では稀にみるほ

ど各種の層序学的なデｰタカミそろっている地域であると

いえる.
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第1図八尾地域の地質図.坂本･野沢(1960)および早川･竹村(1987)などに基づく(一部簡略化).A-Dは第3図,Eは第

4図の範囲を示す.⑬一⑳は層序セクションを示す.⑯:土川,②:井栗谷,⑧:柳川,④:新山,⑥:大瀬谷,⑥:和田川,⑳:

市谷.
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Takemura(1987).⑳一⑳:stratigraphicsections.⑳:DoRiver,②:Iguridani,⑧:Yanaigo,④:Arayama,⑥:Osedani,⑥:Wada

River,⑳:Ichitani.
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c）では，この時間分解能の高い珪藻化石年代層序
（Yanagisawa　and　Akiba，1998）を用いて，北陸地域

の中新統の精密な年代層序学を確立し，海水準変動サイ

クルなどの地史的イベントを明らかにするための基礎的

データを提供する．すでに，金沢市南部地域と医王山地

域の中新統の珪藻化石層序については報告したので（柳

沢，1999a，b），この論文ではその続報として，隣接する

富山県八尾地域（第1図）の下部一中部中新統の珪藻化

石層序について述べる．

　八尾地域の新第三系の層序区分は，富山堆積盆地の標

準層序としてばかりでなく，北陸地域の標準層序と時階

区分として使用され，北陸地域全体の新第三系の層序を

構築してゆく上で重要な位置を占めている（藤井ほか，

1992）．本地域の新第三系の層序と構造にっいては，1950

年代以降数多くの研究が行われ，その詳細が明らかにさ

れてきた（津田，1953，1955；中世古，1953，1954；坂

本ほか，1959；坂本・野沢，1960；坂本，1966；早川・

竹村，1987）．また，本地域では，Oyama（1950）による

マングローブ沼性貝類化石の発見をはじめ，貝類化石群

に関する数多くの研究が行われており，新第三系の貝化

石に関しては，本邦において最も研究が進んでいる地域

の1つである（津田，1955；Tsuda，1959，1960；津田，

1965；藤井・清水，1988，1989；Ogasawara6砂乙，1989

など）．ま左，この熱帯・亜熱帯性の貝類群集に関連して，

花粉化石の研究も行われ，マングローブの花粉化石も発

見されている（山野井ほか，1980；山野井・津田，1986

など）．微化石層序の研究でも，1950年代から有孔虫化石

の研究が着手され（千地，1955，1961），1970年代には日

本の浮遊性有孔虫化石層序の年代論的な枠組みを作る際

には，07伽1伽σdatumの年代を含め重要なデータを撮供

した（lkebe，6渉α1．，1972；千地・池辺，1973など）．そ

の後，珪藻を含む各種石灰質および珪質微化石層序の研

究が行われ，詳しい年代層序が明らかにされている（谷

村，1979；伊東，1986；Hasegawa　and　Takahashi，

1992；佐藤ほか，1991など）．さらに，こうした基礎的な

層序を踏まえて，中新世初期に日本海が拡大したことを

示す信頼性の高い古地磁気のデータが提供され，詳細な

古地磁気層序も明らかにされている（ltoh，1986，1988；

伊藤・早川，1988，1989，伊藤ほか，1999など）．このよ

うに，八尾地域は，日本の新第三系の中では稀にみるほ

ど各種の層序学的なデータがそろっている地域であると

いえる．
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第1図　八尾地域の地質図．坂本・野沢（1960）および早川・竹村（1987）などに基づく（一部簡略化）．A－Dは第3図，Eは第

4図の範囲を示す．⑳一⑭は層序セクションを示す．㊥：土川，②＝井栗谷，⑬：柳川，⑭：新山，⑧：大瀬谷，⑥：和田川，⑭＝
市谷．

Fig．1　Geologic　map　of　the　Yatsuo　area，partly　modified　after　Sakamoto　and　Nozawa（1960）and　Hayakawa　and
Takemura（1987）．⑱一⑭：stratigraphicsections．⑭：Do　River，②：Iguridani，⑧：Yanaigo，⑳Arayama，⑱：Osedani，⑥：Wada

River，⑭：Ichitani．
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富山県八尾地域の下部一中部中新統の珪藻化石層序(柳沢)

この論文では八尾地域における珪藻化石層序学的研究

の結果を報告するとともに,これまでの微化石層序,放

射年代および古地磁気層序学的研究を総括した上で,複

合年代層序の観点から考察を加える.また,すでに報告

した金沢市南部および医王山地域の中新統との詳細な対

比を試みる｡

2.層序の概要

八尾地域の新第三系には幾つかの層序区分が提案され

ている(津田,1953;中世古,1953.1954;坂本･野沢,

1960;早ハト竹村,1987など)が,ここでは最も新しい

早/■卜竹村(1987)の層序区分を用いる.

本地域の新第三系は,下位より八尾層群及び砺波層群

に分けられる(第2図).八尾層群は下位より楡原層,岩

稲層,医王山層,黒瀬谷層および東別所層から,砺波層

群は天狗山層,音川層および三田層からなる｡

楡原層は,先新第三系の基盤岩を不整合に覆う礫岩を

基底として砂岩および泥岩からなる.岩稲層は,楡原層

を整合に覆う安山岩火山岩および火砕岩類からなる地層

で,一部は水中火砕岩である｡医王山層は,八尾地域西

方の医王山地域を中心に発達する流紋岩質の火砕岩から

なる地層で,八尾地域では西部のみに分布する｡

黒瀬谷層は層厚800mを越える厚い地層で,黒色砂岩泥

岩を特徴とし,下位の岩稲層から由来した安山岩と黒瀬

谷層中の玄武岩1安山岩類に由来した礫岩･砂岩などの

粗粒砕屑物からなる｡岩相の側方変化が著しく,多くの

部属に区分される.試料を採取した範囲では,樫ノ木礫

岩部層,室牧礫岩部層,掛畑砂岩泥岩互層部層,聞名寺

砂岩泥岩互層部層,伏木谷泥岩部層に細分されている.

本属の最上部は山田中凝灰岩部層が占め,上位の東別所

層に整合に被覆される｡黒瀬谷層は,下部の礫岩の発達

する部分を河口部とするファンデルタの堆積物で,マン

グロｰブ沼から漸深海帯にわたる貝類化石カミ多産する.

このうち,マングロｰブ沼と公海性のものは,熱帯一亜

熱帯性であり,いわゆる八尾一門ノ沢動物群に属する.

東別所層は,黒瀬谷から漸移する泥岩を主とする地層

しおたにあさたに

で,下位より栃上泥岩部層,塩谷砂岩部層,浅谷シルト

み削ご

岩部層,三谷泥岩部層に区分される.栃上泥岩部層は塊

状の泥岩からなるカミ,一部に成層した泥岩が発達する.

本部層は,続成作用の弱い東部では珪藻質泥岩であるカミ,

西部では続成作用を受けて黒灰色泥岩となっている｡塩

谷砂岩部層は凝灰質の泥質細一中粒砂岩から,その上位

の浅谷シルト岩部層は凝灰質の砂質泥岩からなる.最上

部の三谷泥岩部層は,1一致｡mの間隔で成層した泥岩で,

数Cmの厚さの砂岩層を挟む.東別所層は,上位の天狗山

層1音川層基底の不整合によって侵食されており,浸食

量は東方ほど大きくなっている(第2図)｡このため,本

属上部の塩谷･浅谷｡三谷の3部属は,八尾地域西部に

しか分布しない｡

天狗山層は,下部の礫岩(和田川橋礫岩部層)と上部

の細粒砂岩(千光寺砂岩部層)からなる.全体として,

安山岩質火山岩由来の砂岩を特徴とし,黒色を呈する｡

本属は,下位の東別所層を顕著な不整合(伊香浜不整合)

で覆う.

おとがわ

音川層は,泥質細粒砂岩ないし粗粒砂岩を主体とし,

新山砂岩と坪野砂岩などに区分される.下位の天狗山層

および東別所層を不整合(新山不整合)に覆う.
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第2図八尾地域新第三系の層序(早川･竹村,1987).図はHasegawaandTakahashi(1992)を参考にした.
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富山県八尾地域の下部一中部中新統の珪藻化石層序（柳沢）

　この論文では八尾地域における珪藻化石層序学的研究

の結果を報告するとともに，これまでの微化石層序，放

射年代および古地磁気層序学的研究を総括した上で，複

合年代層序の観点から考察を加える．また，すでに報告

した金沢市南部および医王山地域の中新統との詳細な対

比を試みる．

2．層序の概要

八尾地域の新第三系には幾つかの層序区分が提案され

ている（津田，1953；中世古，1953，1954；坂本・野沢，

1960；早川・竹村，1987など）が，ここでは最も新しい

早川・竹村（1987）の層序区分を用いる．

　本地域の新第三系は，下位より八尾層群及び砺波層群

に分けられる（第2図）．八尾層群は下位より楡原層，岩

稲層，医王山層，黒瀬谷層および東別所層から，砺波層

群は天狗山層，音川層および三田層からなる．

　楡原層は，先新第三系の基盤岩を不整合に覆う礫岩を

基底として砂岩および泥岩からなる．岩稲層は，楡原層

を整合に覆う安山岩火山岩および火砕岩類からなる地層

で，一部は水中火砕岩である．医王山層は，八尾地域西

方の医王山地域を中心に発達する流紋岩質の火砕岩から

なる地層で，八尾地域では西部のみに分布する．

　黒瀬谷層は層厚800mを越える厚い地層で，黒色砂岩泥

岩を特徴とし，下位の岩稲層から由来した安山岩と黒瀬

谷層中の玄武岩・安山岩類に由来した礫岩・砂岩などの

粗粒砕屑物からなる．岩相の側方変化が著しく，多くの

部層に区分される．試料を採取した範囲では，樫ノ木礫

岩部層，室牧礫岩部層，掛畑砂岩泥岩互層部層，聞名寺

砂岩泥岩互層部層，伏木谷泥岩部層に細分されている．

本層の最上部は山田中凝灰岩部層が占め，上位の東別所

層に整合に被覆される．黒瀬谷層は，下部の礫岩の発達

する部分を河口部とするファンデルタの堆積物で，マン

グローブ沼から漸深海帯にわたる貝類化石が多産する。

このうち，マングローブ沼と公海性のものは，熱帯一亜

熱帯性であり，いわゆる八尾一門ノ沢動物群に属する．

　東別所層は，黒瀬谷から漸移する泥岩を主とする地層
　　　　　　　　　　　しおたに　　　　　　　　　あさたに
で，下位より栃上泥岩部層，塩谷砂岩部層，浅谷シルト
　　　みたに岩部層，三谷泥岩部層に区分される．栃上泥岩部層は塊

状の泥岩からなるが，一部に成層した泥岩が発達する．

本部層は，続成作用の弱い東部では珪藻質泥岩であるが，

西部では続成作用を受けて黒灰色泥岩となっている．塩

谷砂岩部層は凝灰質の泥質細一中粒砂岩から，その上位

の浅谷シルト岩部層は凝灰質の砂質泥岩からなる．最上

部の三谷泥岩部層は，1一数cmの問隔で成層した泥岩で，

数cmの厚さの砂岩層を挟む．東別所層は，上位の天狗山

層・音川層基底の不整合によって侵食されており，浸食

量は東方ほど大きくなっている（第2図）．このため，本

層上部の塩谷・浅谷・三谷の3部層は，八尾地域西部に

しか分布しない．

　天狗山層は，下部の礫岩（和田川橋礫岩部層）と上部

の細粒砂岩（千光寺砂岩部層）からなる．全体として，

安山岩質火山岩由来の砂岩を特徴とし，黒色を呈する．

本層は，下位の東別所層を顕著な不整合（伊香浜不整合）

で覆う．
　おとがわ

　音川層は，泥質細粒砂岩ないし粗粒砂岩を主体とし，

新山砂岩と坪野砂岩などに区分される．下位の天狗山層

および東別所層を不整合（新山不整合）に覆う．

West← →East

Tonami
Group

Mita　Fo㎜ation

OtogawaFomation

Tcnguyama Formation

Mltani　Mudstone　M．

　　　　⑭

　　　　亙c

◎

⑳

⑳
璽
｝
o

Stratigraphicsections

　Wd：Wada　River

Asatani　Siltstone　M
Wα

S7

⑭
Ic：Ichitani
Os：OsedaniH：igashibessho Shiotani　Sandstone　M Ar　⑭ Ar：ArayamaFormation

Tochiage　Mudstone　M．

Yn⑭
　　　亙9 Yn：Yanaigo

Ig：Iguhdani
Do：Do　River

Kurosedani
Fomation

Yamadanaka　Tuff
Yatsuo
Gloup

Fushikidani

Mudstone
Monmyoji
Alternation

Kakehata
Altema重ionMember Member

Muromaki
Member Kashinoki

Conglomerate

Iozcn Formation
Conglomerate

Member
Member

Iwaine Formation

Nirehara Fo㎜ation

第2図　八尾地域新第三系の層序（早川・竹村，1987）．図はHasegawa　and　Takahashi（1992）を参考にした．

Fig．2　Stratigraphy　of　the　Neogene　sequence　in　the　Yatsuo　area，after　Hayakawa　and　Takemura（1987）．
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地質調査所月

三田層は,数枚の軽石凝灰岩を挟む中粒砂岩,石灰質

砂岩からなり,下位の音川層を不整合に覆う.

3.試料｡方法

どお書わ

やな志研究では,東カ烹手川(Do01-42),井栗谷(Ig01-24),

柳川(Yn01-19),新山(Ar01-39),大瀬谷(OsO1-20),

いちたに

和田川(WdO1-09)および市谷(IC01-25)の7セクショ

ンで,合計178個の泥岩一細粒砂岩試料を採取し分析した

報(1999年第50巻第3号)

(第3図,第4図).検討した層準は,黒瀬谷層最上部の

掛畑互層上部･聞名寺互層｡山田中凝灰岩部層,東別所

層,天狗山層および音川層の最下部である(第2図).

谷村(1979),伊東(1986)およびHasegawaand

Takahashi(1992)を参考にすると,本地域では続成作用

カミ東方ほど弱く,東側のセクションほど下位の層準まで

珪藻化石カミ残っていることが予想された｡そこで,ルｰ

トの選定及び試料採取にあたっては,第2図に示すよう

に西から東に向かって試料採取層準カミ次第に下位になる

≦泳､一

劣

･べ二･1

㌧“･

§一

＼ミ=1げへ

.副､

貞.

＼.

…弓㌃』

…｡“･｡;1､､1､ン多…

一ンヘ終一･1･二牝う

機特約々

一難､に定･

灘嚢､濤

嬢畿琴

“･'阯κ■廼

て

■ぺ

気川毒･

H歩1､十烹･曼木■■

コニ.仰二･■.新｡･

j2.….一･｡＼･∵

ψ･･､

1}へ･.､'＼

貨塾γ､ぷ･}

心.E､･

･微脇一=べ一､ぎ§う

1湖きざ､r妻蛛

一マ谷≡･}＼_蝶＼公､二貞}

.･蕊1宮

0㎞1麹塁

第3図試料採取位置図(1).国土地理院発行2万5千分1地形図｢宮森新｣(B,C,D),｢山田温泉｣(B)および｢八尾｣(A)

を使用.⑬一⑥は層序セクション.⑳:土川,②:井栗谷,⑧:柳川,④:新山,⑧:大瀬谷,⑥:和田川.

Fig.3Mapshowingsamp1e1ocations.Topographicmaps“Miyamorishin",“Yamadaonsen"and“Yatsuo"at1:25,000in

sca1ebyGeographica1SurveyInstituteofJapan.⑬一⑥:stratigraphicsections.⑬:DoRiver,②:Iguridani,⑧:Yanaigo,

④:Arayama,⑥:Osedani,⑥:WadaRiver.
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地質調査所月報（1999年第50巻第3号）

三田層は，数枚の軽石凝灰岩を挟む中粒砂岩，石灰質

砂岩からなり，下位の音川層を不整合に覆う．

　　　　　　3．試料・方法
　　　　　　　どがわ本研究では，東から土川（DoO1－42），井栗谷（lgO1－24），
やないご　　　　　　　　　　　　あらやま

柳川（YnO1－19），新山（ArO1－39），大瀬谷（OsO1－20），

　　　　　　　　いちたに和田川（WdO1－09）および市谷（ICO1－25）の7セクショ

ンで，合計178個の泥岩一細粒砂岩試料を採取し分析した

（第3図，第4図）．検討した層準は，黒瀬谷層最上部の

掛畑互層上部・聞名寺互層・山田中凝灰岩部層，東別所

層，天狗山層および音川層の最下部である（第2図）．

谷村（1979），伊東（1986）およびHasegawa　and

Takahashi（1992）を参考にすると，本地域では続成作用

が東方ほど弱く，東側のセクションほど下位の層準まで

珪藻化石が残っていることが予想された．そこで，ルー

トの選定及び試料採取にあたっては，第2図に示すよう

に西から東に向かって試料採取層準が次第に下位になる
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第3図　試料採取位置図（1）．国土地理院発行2万5千分1地形図「宮森新」（B，C，D），「山田温泉」（B）および「八尾」（A）

を使用．⑳一⑥は層序セクション．⑱：土川，②：井栗谷，⑬：柳川，④：新山，⑧：大瀬谷，⑥＝和田川．

Fig．3Map　showing　sample　Iocations．Topographic　maps“Miyamorishin”，“Yamadaonsen”and“Yatsuo”at　l：25，000in
scale　by　Geographical　Survey　Institute　of　Japan．㊥一⑥：stratigraphic　sections．⑭：Do　River，②：Iguridani，⑧：Yanaigo，

⑳Arayama，㊥：Osedani，⑥：Wada　River．
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ようにルｰトを設定した.実際の試料採取では,セクシ

ョンの上位から採取を順次行い,珪藻化石が続成作用で

溶けていると判断されるやや固い岩相で試料採取をやめ,

それ以下の層準では試料採取をしていない(ただし土川

セクションを除く).

炭酸塩団塊以外の試料の処理は,秋葉ほか(1982)お

よびAkiba(1986)のmprocessedstrewns1ideの方法

で行った.また,炭酸塩団塊の試料の処理は,小泉｡谷

村(1978)の方法に従った.

珪藻化石の算定は,生物顕微鏡600倍の倍率下で行った.

珪藻殻の算定は,C肋肋鮒｡∫属の休眠胞子を除いて,観

察されたすべての種の蓋殻が100個になるまで行った.そ

の後,さらにカバｰグラスの幅5mmの範囲を走査して,

その過程で新たに認められた種はpresent(十)として産

出表に記録した.また,破片としてのみ認められた種も

同様にpresent(十)とした.なお,C肋肋｡θプ｡∫属の休

眠胞子については,上記蓋殻を100個算定時に認められた

総数を別途記録した.

珪藻の保存状態は,殻の破損｡溶解の程度や,頑丈な

殻を持つ珪藻の頻度などを総合的に判断して,G(good),

M(moderate),P(poor)の､3段階に分けて表示した.珪

藻殻の産出量の評価は,広視野光学顕微鏡600倍のもとで,

カバｰグラス上ですべての種の蓋殻が100個になるまでの

走査線の数によって,次の3段階に分けた.A(abm･

dant)=走査線1以下,C(common)=走査線1-3,R

(rare)=走査線3以上.

4.結果

178個の試料のうち,112個から珪藻化石が産出した(第

1表および付表第1-5表)｡珪藻化石帯は,Akiba(1986)

およびYanagisawaandAkiba(1998)の北太平洋中一

高緯度珪藻化石帯をNPDコｰドとともに用いる.また,

広域対比に有用な生層準は,YanagisawaandAkiba

(1998)のDコｰド番号を用いる.なお,生層準について

は,この論文の図では以下のような略号を使う.FO(first

occurrence,初産出),LO(1astoccurrence,終産出),

FCO(firstcommono㏄urrence,初多産出),LCO(1ast

COmmonOC㎝rrenCe,終多産出)｡

4.1土川セクション

土川セクションは,八尾町の東端を北流する土川の最

下流で作成したセクションで(第3図),黒瀬谷層上部の

掛畑互層｡聞名寺互層及び山田中凝灰岩の各部層と,東

別所層の栃上泥岩部層最下部を含む(第5図).その層厚

は,約240mである.採取した42個の試料(Do01-42)の

うち,22個から珪藻化石が産出した(付表第1秦).黒瀬

谷層では,炭酸塩団塊以外の試料からは全く珪藻化石は

産出しなかったが,掛畑互層部層最上部の4個の炭酸塩

団塊試料(Do06,07,09,11)からは,保存不良ではあ

るカ灌藻化石が検出された.一方,山田中凝灰岩部層の

直上のDo24より上位の栃上泥岩部層からはほぼ連続的に

珪藻化石が産出した.

黒瀬谷層の掛畑互層部層から産した珪藻化石群集は,

保存状態カミ悪く,珪藻化石帯の判定は難しい.栃上泥岩

部層のDo39とDo40の間には,ηθ〃｡〃｡畑8〃αθZα〃去αの

初産出(D35)が謡められ,これより上位は,n力舳Zα肋

帯(NPD3B)と認定できる.一方,この生層準より下位

の栃上泥岩部層(Do24-39)は,1)θ肋6〃Zo畑∫属を欠き,

かつん伽｡桝Z〃8切g㈱を産することから,C.肋〃榊θ

帯(NPD3A)と判定できる.また,Do24からDo39の区

間からは,C.肋刎〃αθカミ金く産出しないことから,この

部分は,C.肋舳ツαθ帯上部にあるC.肋伽ツαθの終多産

出層準(D33)よりも上位にあると判断できる.

栃上泥岩部層最下部の試料Do24-31では,暖流系珪藻

であるC080伽｡炊㈱Zωタ8去α舳∫が,平均して20%程度の

頻度で多産し,とくに試料Do27ではC.Zωク∫伽㏄の頻

度は57%にも達する｡しかし,Do32で急減し,これより

上位ではC,Z舳肋〃〃8は散点的に稀産するのみである.

したがって,Do31とDo32の問に認められるC.Zω乞s伽㏄

の終多産出層準(LCO)は,極めて明瞭に認識できる.

後述するように,この生層準は,井栗谷セクションでも

明瞭に認められるほか,金沢市南部(柳沢,1999a)や能

登半島珠洲地域の法住寺珪藻質泥岩部層(柳沢,1999C)
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第4図　試料採取位置図（2）．国土地理院発行2万5千分1地
形図「宮森新」を使用．

Fig．4Map　showing　sample　locations　in　the　Ichitani

section（⑭）．Topographic　map“Miyamorishin”at1：
25，000in　scale　by　Geographical　Survey　Institute　of　Japan．

ようにルートを設定した．実際の試料採取では，セクシ

ョンの上位から採取を順次行い，珪藻化石が続成作用で

溶けていると判断されるやや固い岩相で試料採取をやめ，

それ以下の層準では試料採取をしていない（ただし土川

セクションを除く）．

　炭酸塩団塊以外の試料の処理は，秋葉ほか（1982）お

よびAkiba（1986）のmprocessed　strewn　slideの方法

で行った．また，炭酸塩団塊の試料の処理は，小泉・谷

村（1978）の方法に従った．

　珪藻化石の算定は，生物顕微鏡600倍の倍率下で行った．

珪藻殻の算定は，Chα6歩066zos属の休眠胞子を除いて，観

察されたすべての種の蓋殻が100個になるまで行った．そ

の後，さらにカバーグラスの幅5mmの範囲を走査して，

その過程で新たに認められた種はpresent（＋）として産

出表に記録した．また，破片としてのみ認められた種も

同様にpresent（＋）とした．なお，Ch観oo6zos属の休

眠胞子については，上記蓋殻を100個算定時に認められた

総数を別途記録した．

　珪藻の保存状態は，殻の破損・溶解の程度や，頑丈な

殻を持っ珪藻の頻度などを総合的に判断して，G（good），

M（moderate），P（poor）の3段階に分けて表示した．珪

藻殻の産出量の評価は，広視野光学顕微鏡600倍のもとで，

カバーグラス上ですべての種の蓋殻が100個になるまでの

走査線の数によって，次の3段階に分けた．A　（abun一

dant）＝走査線1以下，C　（common）＝走査線1－3，R

（rare）＝走査線3以上．

4．結　　果

　178個の試料のうち，112個から珪藻化石が産出した（第

1表および付表第1－5表）．珪藻化石帯は，Akiba（1986）

およびYanagisawa　and　Akiba（1998）の北太平洋中一

高緯度珪藻化石帯をNPDコードとともに用いる．また，

広域対比に有用な生層準は，Yanagisawa　and　Akiba

（1998）のDコード番号を用いる．なお，生層準について

は，この論文の図では以下のような略号を使う．FO（first

occurrence，初産出），LO（1ast　occurrence，終産出），

FCO（firstcommonoccurrence，初多産出），LCO（last

common　occurrence，終多産出）．

　4．1　土川セクション

　土川セクションは，八尾町の東端を北流する土川の最

下流で作成したセクションで（第3図），黒瀬谷層上部の

掛畑互層・聞名寺互層及び山田中凝灰岩の各部層と，東

別所層の栃上泥岩部層最下部を含む（第5図）．その層厚

は，約240mである．採取した42個の試料（DoO1－42）の

うち，22個から珪藻化石が産出した（付表第1表）．黒瀬

谷層では，炭酸塩団塊以外の試料からは全く珪藻化石は

産出しなかったが，掛畑互層部層最上部の4個の炭酸塩

団塊試料（DoO6，07，09，11）からは，保存不良ではあ

るが珪藻化石が検出された．一方，山田中凝灰岩部層の

直上のDo24より上位の栃上泥岩部層からはほぼ連続的に

珪藻化石が産出した．

　黒瀬谷層の掛畑互層部層から産した珪藻化石群集は，

保存状態が悪く，珪藻化石帯の判定は難しい．栃上泥岩

部層のDo39とDo40の間には，P6％痂％loφs乞s餌86乙側云召の

初産出（D35）が認められ，これより上位は，nヵ耀伽如

帯（NPD3B）と認定できる．一方，この生層準より下位

の栃上泥岩部層（Do24－39）は，Z）6％批％Joφs乞s属を欠き，

かつ∠4漉％oの61％s2％g6％sを産することから，C．肋％砂磁

帯（NPD3A）と判定できる．また，Do24からDo39の区

間からは，C肋襯翼6が全く産出しないことから，この

部分は，（二肋n砂磁帯上部にあるC肋槻翼6の終多産

出層準（D33）よりも上位にあると判断できる．

　栃上泥岩部層最下部の試料Do24－31では，暖流系珪藻

であるCos6初04ゑs6鷹」6ω鰯観％s力舞，平均して20％程度の

頻度で多産し，とくに試料Do27ではC　lεω獅側％sの頻

度は57％にも達する．しかし，Do32で急減し，これより

上位ではC．16ω鰯碗鰐は散点的に稀産するのみである．

したがって，Do31とDo32の間に認められるC加鰯α％欝

の終多産出層準（LCO）は，極めて明瞭に認識できる．

後述するように，この生層準は，井栗谷セクションでも

明瞭に認められるほか，金沢市南部（柳沢，1999a）や能

登半島珠洲地域の法住寺珪藻質泥岩部層（柳沢，1999c）
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第5図土川セクションにおける主な珪藻種の層序学的分布｡珪藻生層準及び珪藻化石帯.
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でも確認され,少なくとも北陸地域内では有用な対比基

準となりうる.なお,C.Zω乞∫ケα舳8ほど明瞭ではないカミ,

Cω肋桃伽ω沁とC.θ確〃〃∫も同様な産出パタｰンを

示す.

4.2井栗谷セクション

井栗谷セクションは,八尾町東端の井栗谷集落の北東

部から神通川の左岸にかけてのセクションで,土川セク

ションの北西に位置する(第3図)｡このセクションは,

東別所層下部の栃上泥岩部層下部からなり,層厚は170m

である(第6図).採取した試料Ig01-24のすべてから,

珪藻化石カミ検出された(付表第2表).

試料Ig09とIg1Oの間に1)2〃6〃｡畑∫力舳Zα〃αの初産

出層準(D35)が確認され,この層準より上位の区間は,

n力舳Zα物を産し,かつDθ〃6〃｡畑∫肋肋を含まな

いことから,1).力脇Zα物帯(NPD3B)と認定できる｡

一方,この層準より下位は,ηθ〃6〃｡畑8属を含まず

λ6伽｡桝伽伽g㈱を産するので,C.肋勿〃〃帯と判断

できる.

このセクション下部のIg05とIg06の問には,土川セク

ションと同様にC086伽孤㈱Zω鋤舳∫の終多産出層

準(LCO)が明瞭に確認できる.また,Cω伽肋∫伽θα7み

と0.伽伽〃∫も同様にこの層準より上位で急減する｡

このセクション上部では,Ig18と19の間にn力舳加物

の初多産出(FCO)が認められる｡この変化は急激で,

この層準より下位では,n力舳Zα肋の頻度は1%内外

(最多でも4%)で,一部の試料では欠如するのに対し,

これより上位では5mほどの短い区間で急増し,その頻

度は最大50%以上に達する｡後述するように,1).力価Zα肋

の初多産出層準は,柳川セクションにも認められ,少な
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第5図土川セクションにおける主な珪藻種の層序学的分布・珪藻生層準及び珪藻化石帯．
Fig．5　Stratigraphic　distribution　of　selected　diatom　species，diatom　biohorizons　and　diatom　zones　in　the

Do　River　stratigraphic　section．

でも確認され，少なくとも北陸地域内では有用な対比基

準となりうる．なお，0。16ω魏魏郷ほど明瞭ではないが，

Cπ∂吻嬬伽6碗sとC。ε％忽襯sも同様な産出パターンを

示す．

　4．2　井栗谷セクション

　井栗谷セクションは，八尾町東端の井栗谷集落の北東

部から神通川の左岸にかけてのセクションで，土川セク

ションの北西に位置する（第3図）．このセクションは，

東別所層下部の栃上泥岩部層下部からなり，層厚は170m

である（第6図）．採取した試料IgO1－24のすべてから，

珪藻化石が検出された（付表第2表）．

　試料IgO9とIg10の問にZ）6彫26％loφsゑs餌π61％如の初産

出層準（D35）が確認され，この層準より上位の区間は，

P。餌召61側如を産し，かっZ）魏読κ10φ廊伽如を含まな

いことから，n餌鰯側如帯（NPD3B）と認定できる．

一方，この層準より下位は，」艶競0％10φS乞S属を含まず

、4漉初砂61粥初望郷を産するので，Ch碗砂駕帯と判断

できる．

　このセクション下部のIgO5とIgO6の間には，土川セク

ションと同様にCos6」η04ゑs6郷162〃乞s加％sの終多産出層

準（LCO）が明瞭に確認できる．また，C4∂1鰯％s　l伽6碗s

と（二醗㎏鰯sも同様にこの層準より上位で急減する．

　このセクション上部では，Ig18と19の間にn餌α6」砿如

の初多産出（FCO）が認められる．この変化は急激で，

この層準より下位では，1）．餌襯偲如の頻度は1％内外

（最多でも4％）で，一部の試料では欠如するのに対し，

これより上位では5mほどの短い区問で急増し，その頻

度は最大50％以上に達する．後述するように，P．餌鰯α吻

の初多産出層準は，柳川セクションにも認められ，少な
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くとも八尾地域での地域的な対比基準となる｡

4.3柳川セクション

柳川セクションは,山田村東端の柳川集落から北方に

のびる道路沿いのセクションで(第3図),東別所層下部

の栃上泥岩部層中下部(厚さ170m)が露出し,上位は音

川層に不整合に覆われる(第7図).採取した19個の試料

(Yn01-19)すべてから,珪藻化石が検出された(付表第

3表).

このセクション最下部の試料Yn04と05の間に,n

〃αθZα肋の初産出層準(D35)が確認され,この層準よ

り下位の区間は,C.肋舳ツαθ帯である.この層準からこ

のセクション最上部のYn16と17の問にある1)｡Z伽加の初

産出層準(D40)までは1).力舳Z伽肋帯(NPD3B),そ

れより上位は,nZα物帯と認定される.なお,Yn14と

15の問には,井栗谷セクションで認められたn力価Zα肋

の初多産出層準が存在する｡

4.4新山セクション

新山セクションは,八尾町北西端の新山集落の南方の

尾根沿いの道路に沿ったセクションでて第3図),東別所

層下部の栃上泥岩部層中上部と音川層最下部が露出する

(第8図)｡栃上泥岩部層は厚さが約160mで,上位の音

川層とは不整合の関係にある｡栃上泥岩部層の21個の試

料(Ar01-21)のうち最下部の試料Ar01を除く20個から

珪藻化石が産出した(付表第4表)｡しかし,音川層から

採取した試料(Ar22-39)からは全く珪藻化石が産出しな

かったので,第8図では音川層の部分の柱状図は大部分

省略した.

セクション最下部のAr02と03の間に1).肋加の初産出

層準(D40)があり,これより下位はn〃αθZ伽肋帯に,

これより上位はnZα肋帯と認定される｡また,Ar07と

08の間には,n力価Zα肋の終産出層準(D41)カミ認めら

れる｡

4.5大瀬谷･和剛11セクション

大瀬谷セクションは婦中町南端の大瀬谷集落南西の沢

沿い,和田川セクションは礪波市塩谷北方の和田川下流

に位置し(第3図),東別所層の栃上泥岩部層最上部･塩

谷砂岩部層･浅谷シルト岩部属及び三谷泥岩部層を含む

(第9図).層厚は両セクションを合わせて約320mであ

る｡採取した試料Os01-20,Wd01-09のうち,Os01,04,
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第6図　井栗谷セクションにおける主な珪藻種の層序学的分布・珪藻生層準及び珪藻化石帯．

Fig．6　Stratigraphic　distribution　of　selected　diatom　species，diatom　biohorizons　and　diatom　zones　in　the

Iguridani　stratigraphic　section．

くとも八尾地域での地域的な対比基準となる．

　4．3　柳川セクション

　柳川セクションは，山田村東端の柳川集落から北方に

のびる道路沿いのセクションで（第3図），東別所層下部

の栃上泥岩部層中下部（厚さ170m）が露出し，上位は音

川層に不整合に覆われる（第7図）。採取した19個の試料

（YnO1－19）すべてから，珪藻化石が検出された（付表第

3表）。

　このセクション最下部の試料YnO4と05の問に，n

餌観側如の初産出層準（D35）が確認され，この層準よ

り下位の区問は，C肋照夕磁帯である．この層準からこ

のセクション最上部のYn16と17の間にあるn　Jσ％如の初

産出層準（D40）まではn餌副α惚帯（NPD3B），そ

れより上位は，P。」側如帯と認定される．なお，Yn14と

15の間には，井栗谷セクションで認められたn餌鰯傭召

の初多産出層準が存在する．

　4．4　新山セクション

　新山セクションは，八尾町北西端の新山集落の南方の

尾根沿いの道路に沿ったセクションでて第3図），東別所

層下部の栃上泥岩部層中上部と音川層最下部が露出する

（第8図）．栃上泥岩部層は厚さが約160mで，上位の音

川層とは不整合の関係にある．栃上泥岩部層の21個の試

料（ArO1－21）のうち最下部の試料ArO1を除く20個から

珪藻化石が産出した（付表第4表）．しかし，音川層から

採取した試料（Ar22－39）からは全く珪藻化石が産出しな

かったので，第8図では音川層の部分の柱状図は大部分

省略した．

　セクション最下部のArO2と03の間にn伽如の初産出

層準（D40）があり，これより下位はP。餌鰯側如帯に，

これより上位はn伽如帯と認定される．また，ArO7と

08の間には，Z）。餌α6Z側厩の終産出層準（D41）が認めら

れる．

　4．5　大瀬谷・和田川セクション

　大瀬谷セクションは婦中町南端の大瀬谷集落南西の沢

沿い，和田川セクションは礪波市塩谷北方の和田川下流

に位置し（第3図），東別所層の栃上泥岩部層最上部・塩

谷砂岩部層・浅谷シルト岩部層及び三谷泥岩部層を含む

（第9図）．層厚は両セクションを合わせて約320mであ

る．採取した試料OsO1－20，WdO1－09のうち，OsO1，04，
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13の3個を除くすべての試料から珪藻が産出した(付表

第5表).

この2つのセクションの試料はすべて1).加物帯に属

する.浅谷シルト岩部層下部のOs09と10,Os11と12の問

には,それぞれCω肋眺Z伽6ωZα肋8の初産出層準

(D41.4),1)θ肋6〃｡畑∫o肋勿｡ケの初産出層準(D42)が

認められる｡また,浅谷シルト岩部層と三谷泥岩部層の

境界付近のWd03と04の剛こは,no肋〃の終産出層準

(D43)がある｡

4.6市谷セクション

市谷セクションは,砺波市市谷南方の沢のセクション

で(第4図),東別所層最上部の三谷泥岩部層,天狗山層

および音川層最下部を含む(第10図).その厚さは310mで

ある.処理した試料Ic01-25のうち,珪藻化石を産出した

のは,三谷泥岩部層のIc01と,音川層最下部の成層した

細粒凝灰岩(ρT1凝灰岩)から採取した試料Ic19のみでヨ

天狗山層からめ試料すべてと,Ic19を除く音川層の試料か

らは珪藻化石は全く検出されなかった.

このうち,Ic01の珪藻群集は,1)｡Zα物およびC.Zα刎一

6θoZα肋sが産出し,1).o肋〃｡クを欠く(付表第5表)｡し

たがって,この試料は,1).Zα肋帯の上部のη.o后舳｡タ

の終産出(D43)とC.肋舳｡Zα伽∫の終産出(D43.2)の

間の区間にあたり,和田川セクションの三谷泥岩部層の

群集と同じ区間に位置づけられる｡

一方,音川層最下部の試料Ic19からは第1表に示すよ

うに,ん伽｡卿Z〃∫sp.とルZαo08θ伽spp.が多産し,

肋〃｡肋sp.および助刎〃αsp.がわずかに産出する.こ

れらの種は現在のところ種名の同定には至っていないが,

いずれも淡水生と思われ,これから年代を推定すること

はできなレ)｡

4.7対比及び珪藻化石年代

第11図に,市谷セクションを除く6つのセクションの

結果をまとめた.東別所層は,Akiba(1986)の珪藻化石

帯区分のC.肋η卿θ帯,1).力脇Zα肋帯およびnZα肋

帯に属する.また,YanagisawaandAkiba(1998)の示

した生層準のうち,n力舳Zα物の初産出(D35,16.3

Ma),nZα〃肋の初産出(D40,15.9Ma)およびn

力価Zα物の終産出(D41,15.7Ma)が栃上泥岩部層中に
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第7図　柳川セクションにおける主な珪藻種の層序学的分布・珪藻生層準及び珪藻化石帯．
Fig．7　Stratigraphic（1istribution　of　selected（iiatom　species，（1iatom　biohorizons　and　diatom　zones　in　the

Yanaigo　stratigraphic　section．

13の3個を除くすべての試料から珪藻が産出した（付表

第5表）．

　この2つのセクションの試料はすべてn伽如帯に属

する．浅谷シルト岩部層下部のOsO9と10，0s11と12の間

には，それぞれCα傭徽s伽660鰯郷の初産出層準
（D4L4），D6％批％loφs乞s　o肋％o♂の初産出層準（D42）が

認められる．また，浅谷シルト岩部層と三谷泥岩部層の

境界付近のWdO3と04の間には，．0．oた観oぎの終産出層準

（D43）がある．

　4．6　市谷セクション

　市谷セクションは，砺波市市谷南方の沢のセクション

で（第4図），東別所層最上部の三谷泥岩部層，天狗山層

および音川層最下部を含む（第10図）．その厚さは310mで

ある．処理した試料IcO1－25のうち，珪藻化石を産出した

のは，三谷泥岩部層のIcO1と，音川層最下部の成層した

細粒凝灰岩（QT1凝灰岩）から採取した試料Ic19のみで，

天狗山層からめ試料すべてと，Ic19を除く音川層の試料か

らは珪藻化石は全く検出されなかった．

　このうち，IcO1の珪藻群集は，n伽如および（二嬬一

0601伽sが産出し，P．oh観oづを欠く（付表第5表）．し

たがって，この試料は，n　J砿如帯の上部のn罐鰯01

の終産出（D43）とC伽660鰯％sの終産出（D43．2）の

問の区問にあたり，和田川セクションの三谷泥岩部層の

群集と同じ区間に位置づけられる．

　一方，音川層最下部の試料Ic19からは第1表に示すよ

うに，∠4漉％o砂61鋸s　sp．と∠4％」αoos6加spp．が多産し，

E％％o磁sp．および助％64観sp．がわずかに産出する．こ

れらの種は現在のところ種名の同定には至っていないが，

いずれも淡水生と思われ，これから年代を推定すること

はできない．

　4．7　対比及び珪藻化石年代

　第11図に，市谷セクションを除く6つのセクションの

結果をまとめた．東別所層は，Akiba（1986）の珪藻化石

帯区分の（二肋郷y磁帯，n鋼召6伽如帯およびn伽如

帯に属する．また，YanagisawaandAkiba（1998）の示

した生層準のうち，n餌召6伽如の初産出（D35，16．3

Ma），n　伽如の初産出（D40，15．9Ma）およびn
餌召6伽如の終産出（D41，15．7Ma）が栃上泥岩部層中に
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認められた.さらに,Cω棚κ∫Z伽6θoZα歩㏄の初産出

(D41.5,15.5Ma)とno肋〃｡クの初産出(D42,15.4

Ma)が浅谷シルト岩部層の下部に,1).o肋勿｡クの終産出

(D43,15.3Ma)が浅谷シルト岩部層の上限付近で確認

された.このほか,栃上泥岩部層下部のC086伽｡称㈱

zω左8タ伽㈱の終多産出とn〃αθzα肋の初多産出層準カミ

対比に有用である.

東別所層の下部では,C.肋〃αツαθは産出しないので,

本属の下限はC.肋刎榊θ帯上部にあるC.肋〃αツαθの終

多産出層準(D33,16.5Ma)より上位にある.一方,東

別所層の上限までC.Z伽｡θo肋㏄が産出するので,本属

の上限はC.Z伽6θoZα桃の終産出層準(D43.2,15.1-15.2

Ma)よりも下位になる.以上から,YanagisawaandAkiba

(1998)の示した珪藻年代に基づけば,東別所層は,16.5

から15.1Maの間に堆積したと考えられる｡

次にYanagisawaandAkiba(1998)の珪藻年代を基

に堆積曲線を作成した(第12図)｡なお,ここでは圧密に

よる層厚の減少を考慮していないので,以下の堆積速度

はいずれも見かけの堆積速度である.

一部の折れ曲がりはあるが,生層準の逆転はなく,矛

盾のない比較的滑らか曲線が得られる.この曲線に基づ

けば,C.Zωク∫乞α〃〃8の終多産出層準と皿〃αθZα肋の初

多産出層準の年代は,それぞれ16.4Ma,16.O-16.1Ma

と算定される.この値は珠洲地域での算定値(柳沢,1999

C)とほぼ一致する｡

5.考察

本地域では,これまでに各種微化石層序,古地磁気層

序および放射年代に関する多数の報告がある.ここでは,

これらの研究の成果を総括した上で,複合年代層序の見

地から今回の珪藻化石層序の結果と比較し,問題点など

について議論する.また,隣接する医王山地域と金沢市

南部地域の中新統との精密な対比を行い,堆積作用や海

水準変動の現れ方の違いについて考察する.

5.1微化石層序研究との比較

本地域では,これまでに珪藻,浮遊性有孔虫,石灰質

ナンノ化石および放散虫化石層序の研究がなされている｡

まず珪藻化石では,谷村(1979)が谷内川と和田川沿

いの東別所層の三谷泥岩部層から,Koizumi(1977)の

1)θ〃｡〃1o畑∫Zα肋帯に認定される珪藻を報告した.また,

伊東(1986)は和田川･大瀬谷･山田川･新山ルｰトの

東別所層の試料を検討し,いずれもKoizumi(1985)のn

zα物帯に属すると判断している｡さらに,長谷川ほか

(1990)は,東別所層の下部カ}6伽｡収Z〃∫伽g㈱帯(=

C.肋〃⑳αθ帯),中部がn〃αθZα肋帯,そして上部が
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第8図　新山セクションにおける主な珪藻種の層序学的分布・珪藻生層準及び珪藻化石帯．

Fig．8　Stratigraphic　distribution　of　selected　diatom　species，diatom　biohorizons　and　diatom　zones　in　the

Arayama　stratigraphic　section．

認められた．さらに，C召∂吻嬬　伽660傭郷の初産出

（D41．5，15．5Ma）とn　o肋％oづの初産出（D42，15．4

Ma）が浅谷シルト岩部層の下部に，n罐観oづの終産出

（D43，15．3Ma）が浅谷シルト岩部層の上限付近で確認

された．このほか，栃上泥岩部層下部のOos6初04乞s6欝

」脚師魏郷の終多産出とZ）．餌鰯側如の初多産出層準が

対比に有用である．

　東別所層の下部では，C。肋％砂磁は産出しないので，

本層の下限は（二肋銘の磁帯上部にあるC．肋照翼6の終

多産出層準（D33，16．5Ma）より上位にある．一方，東

別所層の上限までC伽060観欝が産出するので，本層

の上限は（M伽660鰯欝の終産出層準（D43．2，15．1－15．2

Ma）よりも下位になる．以上から，Yanagisawa　andAkiba

（1998）の示した珪藻年代に基づけば，東別所層は，16．5

から15．1Maの間に堆積したと考えられる．

　次にYanagisawa　and　Akiba（1998）の珪藻年代を基

に堆積曲線を作成した（第12図）．なお，ここでは圧密に

よる層厚の減少を考慮していないので，以下の堆積速度

はいずれも見かけの堆積速度である．

　一部の折れ曲がりはあるが，生層準の逆転はなく，矛

盾のない比較的滑らか曲線が得られる．この曲線に基づ

けば，（二16漉s加鷹の終多産出層準とn餌鰯傭oの初

多産出層準の年代は，それぞれ16．4Ma，16．o－16．1Ma

と算定される。この値は珠洲地域での算定値（柳沢，1999

c）とほぼ一致する．

5．考　　察

　本地域では，これまでに各種微化石層序，古地磁気層

序および放射年代に関する多数の報告がある．ここでは，

これらの研究の成果を総括した上で，複合年代層序の見

地から今回の珪藻化石層序の結果と比較し，問題点など

について議論する．また，隣接する医王山地域と金沢市

南部地域の中新統との精密な対比を行い，堆積作用や海

水準変動の現れ方の違いについて考察する．

　5．1　微化石層序研究との比較

　本地域では，これまでに珪藻，浮遊性有孔虫，石灰質

ナンノ化石および放散虫化石層序の研究がなされている．

　まず珪藻化石では，谷村（1979）が谷内川と和田川沿

いの東別所層の三谷泥岩部層から，Koizumi（1977）の

P6η漉％Jo卿s伽如帯をこ認定される珪藻を報告した．また，

伊東（1986）は和田川・大瀬谷・山田川・新山ルートの

東別所層の試料を検討し，いずれもKoizumi（1985）のn

l傭α帯に属すると判断している．さらに，長谷川ほか

（1990）は，東別所層の下部が・46枷oρy61郷初g6％s帯（二

σ肋％の磁帯），中部がn餌鰯側如帯，そして上部が
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nzα物帯に相当するとしている｡これらの結果はいず

れも本論文の研究結果と一致する.

浮遊性有孔虫層序では,まず千地｡池辺(1973)が,

黒瀬谷層の上部からαo晦θ伽｡肋88肋舳∫deStefani

を検出し,黒瀬谷層中上部をB1ow(1969)のZoneN.8と

認定した.そして,これより上位からはG.∫クω舳∫が産

出せず,G.8肋舳∫の終産出がほぼZoneN.9の下限に一

致するとされていることを根拠にして,黒瀬谷層上限の

山田中凝灰岩部層の直下付近にN.8/N.9境界があると考

えた.その後,谷村(1979)と茨木(1981a,b)は,そ

れぞれ栃上泥岩部層最下部と山田中凝灰岩部層の層準か

らもG∫肋舳∫が産出することを明らかにし,N.8/N.9

境界がさらに上位にあることを示した.また,長谷川ほ

か(1990)とHasegawaandTakahashi(1992)は,東別

所層中部の塩谷砂岩部層までをZoneN.8に対比し,N.8/

N.9境界がこれより上位の東別所層最上部にある可能性を

指摘した.このように,黒瀬谷層の中上部がZoneN.8に

相当することほ当初から明らかであったが,N.8/N.9境界

の推定位置は研究の進展によって次第に上位へと変更に

なり,現在では少なくとも東別所層中部の塩谷砂岩部層

より上位にあると考えられている.なお,早川(1983)

は,塩谷砂岩部層と浅谷シルト岩部層がZoneN.9からN.

11に相当する可能性を指摘したが,ZoneN.9の下限から

産出し始める0泌〃伽α層や,ZoneN.10の基底から産出

が始まるαoろ｡プ｡肋αμψ加ヅ｡α6肋B1owetBanner

が,現在まで東別所層からは全く見つかっていないので,

その化石帯認定は確かなものではない.なお,珪藻化石

層序では,東別所層の上限はnZα肋'帯(NPD4A)の

no肋勿｡ケの終産出(D43)とC.Z伽｡θoZα桃の終産出

(D43.2)の問にあり,YanagisawaandAkiba(1998)

の珪藻年代層序とBerggren2≠α乙(1995)の浮遊性有孔

虫の年代層序によれば､N.8/N.9境界は,D43.2よりも上

位にあるので,東別所層の上部にZoneN.9が存在する可

能性は小さい(第13図).

石灰質ナンノ化石では,長谷川ほか(1990)と小笠原は

か(1990)によれば,黒瀬谷層最上部から東別所層下部

までカミOkadaandBukry(1980)のCN3に,それより上

位の東別所層がCN4に相当するとされる｡その詳細は公

表されていないが,塩谷砂岩層の直下まで肋伽｡功加伽α

86ク8∫刎㎜Mi11erが産出するので,CN3/CN4境界の位置は
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第9図　大瀬谷及び和田川セクションにおける主な珪藻種の層序学的分布・珪藻生層準及び珪藻化石帯．

Fig。9　Stratigraphic（listribution　of　selected　diatom　species，diatombiohorizons　and　diatom　zones　in　the

Osedani　and　Wada　River　stratigraphic　sections．

n　l側如帯に相当するとしている．これらの結果はいず

れも本論文の研究結果と一致する．

　浮遊性有孔虫層序では，まず千地・池辺（1973）が，

黒瀬谷層の上部からG♂06忽6吻o乞46s　sあ召％s　de　Stefani

を検出し，黒瀬谷層中上部をBlow（1969）のZoneN．8と

認定した。そして，これより上位からは（気就観％sが産

出せず，（λs吻％％sの終産出がほぼZoneN．9の下限に一

致するとされていることを根拠にして，黒瀬谷層上限の

山田中凝灰岩部層の直下付近にN．8／N．9境界があると考

えた．その後，谷村（1979）と茨木（1981a，b）は，そ

れぞれ栃上泥岩部層最下部と山田中凝灰岩部層の層準か

らもG　s蜘肱sが産出することを明らかにし，N．8／N．9

境界がさらに上位にあることを示した．また，長谷川ほ

か（1990）とHasegawa　andTakahashi（1992）は，東別

所層中部の塩谷砂岩部層までをZone　N．8に対比し，：N．8／

N．9境界がこれより上位の東別所層最上部にある可能性を

指摘した。このように，黒瀬谷層の中上部がZone　N．8に

相当することは当初から明らかであったが，N．8／N．9境界

の推定位置は研究の進展によって次第に上位へと変更に

なり，現在では少なくとも東別所層中部の塩谷砂岩部層

より上位にあると考えられている．なお，早川（1983）

は，塩谷砂岩部層と浅谷シルト岩部層がZone　N．9からN．

11に相当する可能性を指摘したが，Zone　N．9の下限から

産出し始める076％1枷属や，ZoneNF．10の基底から産出

が始まるGlo60z砺π1毎ヵ67勿h6zoα6％如Blow　et　Banner

が，現在まで東別所層からは全く見つかっていないので，

その化石帯認定は確かなものではない．なお，珪藻化石

層序では，東別所層の上限はP．♂α％如帯（NPD4A）の

P．oh％％oづの終産出（D43）とC勧660鰯％sの終産出

（D43．2）の間にあり，YanagisawaandAkiba（1998）

の珪藻年代層序とBerggren6渉磁（1995）の浮遊性有孔

虫の年代層序によれば，N．8／N．9境界は，D43．2よりも上

位にあるので，東別所層の上部にZoneN．9が存在する可

能性は小さい（第13図）．

　石灰質ナンノ化石では，長谷川ほか（1990）と小笠原ほ

か（1990）によれば，黒瀬谷層最上部から東別所層下部

までがOkadaandBukry（1980）のCN3に，それより上

位の東別所層がCN4に相当するとされる．その詳細は公

表されていないが，塩谷砂岩層の直下まで磁1160⑫h6α形

s6Jss％襯Millerが産出するので，CN3／CN4境界の位置は
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第10図市谷セクションの柱状図.*は珪藻化石の産出した試

料.

Fig.10ColumnarsectionoftheIchitanisection､*:sam-
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栃上泥岩層の最上部にあるという(田中裕一郎,談)｡一

方,佐藤ほか(1991)は和田川沿いのルｰトで,H80ク∫∫舳α

が山田中凝灰岩から産出しそれより上位からは産出しな

いこと,また1)ゐ60α∫加属の中での〃∫ooos伽6城α""

Bram1etteetRiede1の頻度カミ黒瀬谷層の上限付近で急減

することから,Martini(1971)のNN4/NN5境界,すな

わちOkadaandBukry(1980)のCN3/CN4境界カミ,黒

瀬谷層と東別所層の境界付近にあるとした｡このように,

長谷川ほか(1990)と佐藤ほか(1991)では,CN3/CN4

境界について食い違いがあるが,ここではCN3を示すH

∫6タ∫∫舳αの産出を重視して,CN3/CN4境界は栃上泥岩部

層の最上部にあると考えておく｡これによれば,CN3/CN4

境界は珪藻の生層準のD41とD41.4の間にくる.これは

Berggrenθ≠αZ.(1995)とYanagisawaandAkiba

(1998)の年代層序と矛盾しない(第13図).

放散虫化石では,谷村(1979)が谷内川沿いの東別所

層三谷泥岩部層上部からCαZo桝肋α6o∫肋α(Riede1)

Riede1etSanfi1ippoを報告し,この部分をRiede1and

Sanfi1ipPo(1978)のC.o08広α加帯と認定した｡一方,長

谷川ほか(1990),小笠原ほか(1990)およびHasegawa
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andTakahashi(1992)は,本論文の土川上井栗谷セクシ

ョンの東別所層栃上泥岩部層をやはりC.oo∫肋肋帯とし

た｡以上のデｰタからみると,東別所層はすべてRiede1

andSanfi1ippo(1978)のC.60∫広α加帯に属すると考えら

れる(第13図)｡C.60∫肋α帯の上限は,その年代が15168

Maとされるので(Sanfi1ippoandNigrini,1998),珪藻

化石層序のnz伽肋帯の中にある｡したがって,東別所

層がすべてRiede1andSanfi1ipPo(1978)のσ60∫肋肋帯

に属するという推定は珪藻化石層序とは矛盾しない.

以上述べてきたように,本地域の微化石層序のデｰタ

は,現時点での微化石年代層序(Berggren助α1.,1995;

本山･丸山,1998;YanagisawaandAkiba,1998)と

は矛盾するものではない｡しかし,これらのデｰタの中

には,試料の採取位置や群集組成の詳細が明示されてい

ないものカミ少なくないため,細部にわたる比較ができず,

精度の高い複合微化石層序を組み立てる上で障害となっ

ている｡今後の詳細なデｰタの公表が望まれる.

5.2古地磁気層序との対比

伊藤･早川(1988.1989)は,八尾地域に分布する楡

原層から三田層までの古地磁気測定を行い,地磁気極性

年代尺度と対比した.また,最近伊藤ほか(1999)は,

測定に問題のあった地点の再測定を行い,地磁気極性年

代尺度との対比を修正した.ここでは,今回の研究で明

らかになった珪藻化石層序と,伊藤ほか(1999)の古地

磁気層序の比較を行う(第13図)｡

伊藤ほか(1999)によれば,医王山層中部から黒瀬谷

層および東別所層の最上部までは,すべて逆帯磁が得ら

れている｡彼らは,黒瀬谷層上部から東別所層にかけて

の浮遊性有孔虫｡珪藻化石層序を基づいて,この長い逆

帯磁区間を,CandeandKent(1995)の地磁気極性年代

尺度のChronC5Brに対比した｡したがって,この対比
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第10図　市谷セクションの柱状図．＊は珪藻化石の産出した試
料。

Fig．10　Columnar　section　of　the　Ichitani　section．＊：sam－

ples　containing　diatom　fossils．

栃上泥岩層の最上部にあるという（田中裕一郎，談）．一

方，佐藤ほか（1991）は和田川沿いのルートで，E　s傭s郷8

が山田中凝灰岩から産出しそれより上位からは産出しな

いこと，また測s60αs孟67属の中でのZ）ゑsoo臨齢44伽4z切

BramletteetRiede1の頻度が黒瀬谷層の上限付近で急減

することから，Martini（1971）のNN4／NN5境界，すな

わちOkada　and　Bukry（1980）のCN3／CN’4境界が，黒

瀬谷層と東別所層の境界付近にあるとした．このように，

長谷川ほか（1990）と佐藤ほか（1991）では，CN3／CN4

境界について食い違いがあるが，ここではCN3を示すE

s6ゑss％鵤の産出を重視して，CN3／CN4境界は栃上泥岩部

層の最上部にあると考えておく．これによれば，CN3／CN4

境界は珪藻の生層準のD41とD41，4の間にくる．これは

Berggren　6渉α1．（1995）とYanagisawa　and　Akiba

（1998）の年代層序と矛盾しない（第13図）．

　放散虫化石では，谷村（1979）が谷内川沿いの東別所

層三谷泥岩部層上部からCσlo⊂y616伽60s鰯α（Riede1）

Riedel　et　Sanfilippoを報告し，この部分をRiedel　and

Sanfilippo（1978）の0．60s孟伽帯と認定した．一方，長

谷川ほか（1990），小笠原ほか（1990）およびHasegawa
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andTakahashi（1992）は，本論文の土川・井栗谷セクシ

ョンの東別所層栃上泥岩部層をやはり（二〇〇s鰯召帯とし

た．以上のデータからみると，東別所層はすべてRiedel

andSanfilippo（1978）のC60s鰯o帯に属すると考えら

れる（第13図）．（二60s妬α帯の上限は，その年代が15．68

Maとされるので（Sanfilippo　andNigrini，1998），珪藻

化石層序のn伽厩帯の中にある．したがって，東別所

層がすべてRiedelandSanfilipPo（1978）のC60s鰯召帯

に属するという推定は珪藻化石層序とは矛盾しない．

　以上述べてきたように，本地域の微化石層序のデータ

は，現時点での微化石年代層序（Berggren6齢1．，1995；

本山・丸山，1998；Yanagisawa　and　Akiba，1998）と

は矛盾するものではない．しかし，これらのデータの中

には，試料の採取位置や群集組成の詳細が明示されてい

ないものが少なくないため，細部にわたる比較ができず，

精度の高い複合微化石層序を組み立てる上で障害となっ

ている．今後の詳細なデータの公表が望まれる．

　5．2　古地磁気層序との対比

　伊藤・早川（1988，1989）は，八尾地域に分布する楡

原層から三田層までの古地磁気測定を行い，地磁気極性

年代尺度と対比した．また，最近伊藤ほか（1999）は，

測定に問題のあった地点の再測定を行い，地磁気極性年

代尺度との対比を修正した．ここでは，今回の研究で明

らかになった珪藻化石層序と，伊藤ほか（1999）の古地

磁気層序の比較を行う　（第13図）．

　伊藤ほか（1999）によれば，医王山層中部から黒瀬谷

層および東別所層の最上部までは，すべて逆帯磁が得ら

れている．彼らは，黒瀬谷層上部から東別所層にかけて

の浮遊性有孔虫・珪藻化石層序を基づいて，この長い逆

帯磁区間を，Cande　and　Kent（1995）の地磁気極性年代

尺度のChronC5Brに対比した．したがって，この対比
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Fig．12

東別所層の堆積速度曲線．生層準の年代はYanagisawa　and　Akiba（1998）による．

Sediment　accumulation　rate　curve　for　the　Higashibessho　Formation．
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谷川ほか（1990）およびHasegawa　and　Tahahashi（1992）による．
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富山県八尾地域の下部一中部中新統の珪藻化石層序(柳沢)

に基づくと,C5C/C5B境界は医王山層の中部に,Chron

C5Brの上限は東別所層最上部にある.

今回の研究で東別所層中に確認された生層準のうち,

D43,D42,D41.5の位置は古地磁気層序と大きくは矛盾

はしないが,D41,D40およびD35の位置は古地磁気層序

よりは全体に古く,とくにD35はその対比線がC5C/C5B

境界の対比線と交差してしまい,明らかに古地磁気層序

とは矛盾する.

同様の矛盾は,金沢市南部地域の中新統でも存在する

(柳沢,1999a).すなわち,金沢市南部地域の医王山層

最上部と八尾地域の黒瀬谷層に対比される七曲･砂子坂

層からは,すべて逆帯磁が得られており(ItohandIto,

1989),D35の対比線とC5C/C5B境界の対比線が交差す

る(柳沢,1999a)｡

また,後述のように,層序･岩相から天狗山層に確実

に対比される医王山地域の蔵原層中には生層準D43.2が

あり(柳沢,1999b),この生層準がもし天狗山層中にも

あるとすると,この生層準の対比線も地磁気層序のChron

C5Brの上限の対比線と交差する(第13図).

このように,伊藤ほか(1999)の地磁気層序と本論文

の珪藻化石層序を比較すると,全体として珪藻化石層序

のほうカ沖や古く年代を見積もっていることがわかる(第

13図).

YanagisaWaandAkiba(1998)の珪藻年代層序は,基

本的にはBarronandG1adenkov(1995)の珪藻化石層序

と古地磁気層序の対比に基づいている.柳沢(1999a)で

指摘したように,BarronandG1adenkov(1995)が研究

したODPSite884Bと887では,前期中新世末から中期.

中新世初頭にかけては,古地磁気層序の記録が不良か,

あるいは珪藻化石層序の認定が難しく,珪藻化石層序と

古地磁気層序の対応は完全ではないので,珪藻化石層序

と古地磁気層序の対比には解釈の余地カミ十分にある.し

たがって,伊藤ほか(1999)の古地磁気層序と本論文の

珪藻化石層序が合わないのは,むしろODPSite884Bと

887における珪藻化石層序と古地磁気層序の対比の方に問

題がある可能性もある.

しかしながら,秋葉ほか(1982)による宮城県松島地

域の中新統の珪藻化石層序を現在の珪藻化石層序で解釈

し,同じセクションで測定を行ったYamazaki(1989)の

古地磁気層序と対応させてみると,ChronC5C/C5B境界

は1)､力舳Zα肋帯の最上部にあり,むしろBarronand

G1adenkov(1995)の対比を支持する.

このように,前期中新世末から中期中新世初頭におけ

る古地磁気層序と珪藻化石層序の対比についてはまだま

だ細部に問題点が残されていると言える.しかし,食い

違いはたかだか数十万年以下であり,このような些細な

矛盾が顕在化してきたのは,生層序および古地磁気層序

の精度が向上して,このようなオｰダｰの食い違いを検

知できるようになったためでもある.いずれにしろ,今

後さらに幾つかのセクションでの詳しい検討を行い,こ

の食い違いの原因を明らかにする必要がある.

5.3放射年代値との対比

カリウムアルゴン(K-Ar)年代としては,柴田(1973)

が,久婦須川上別所川沿いの岩稲層上部から16.3±O.9

Ma,16.4±O.9Ma(新壊変定数により補正;柴田,

1981;以下同様),山田川沿いの岩稲層上部から13.6±

0.7Ma,医王山層から14.1±1.2Maの値を報告した｡そ

して,最終的には山田川沿いの試料は変質カミ著しいとし

て,最も古い16.4±O.9Maを岩稲層上部の年代として採

用した｡この年代値は,珪藻年代層序とは誤算の範囲で

矛盾はしない｡

ジルコンフィッショントラック(FT)年代としては,

黒瀬谷層上部の凝灰岩の16.8±0.9Ma(早川･檀原,

1986),黒瀬谷層の山田中凝灰岩部層の16.O±2.3Ma(早

川,1983)と15.O±1.0Ma(中島･水島,1984)の年代

値がある.ただし,角井(1986)は,早川(1983)と同

じ地点の山田中凝灰岩部層から採取した試料のFT年代

測定を行っているが,本質一非本質ジルコン粒子が分離

できないとして年代値の算出をしていない.さらに天狗

山層では,12.3±1.9Ma(早川,1983)と15.1Ma(木

村･辻,1990)の年代が報告されているが,後者では採

取位置･層準および誤差などの詳細が公表されていない.

これらのFT年代は,すべてFT年代測定の標準化の勧

告(Hurford,1990)の前に測定された値なので,現在で

は参考値に留まる｡

以上述べたように,現時点で比較の対象となる放射年

代値は,柴田(1973)による岩稲層のK-Ar年代のみで

ある.この年代値は,1970年代初頭に浮遊性有孔虫0作

ろ〃伽属の初産出層準(0伽伽αdatum)の年代を定め,

汎世界的な微化石年代層序の基本的な枠組みを作る上で

重要な役割をはたした(Ikebeθ≠α1.,1972).この年代値

の影響は間接的ながら,現在広く使用されている年代尺

度(Berggen助α1.,1995)にも及んでいること,そして,

現在では浮遊性有孔虫ばかりでなく,各種微化石と古地

磁気の詳細な層序カミ八尾地域で確立していることから,

この放射年代値は年代尺度を作成する上で今でも大きな

意義をもっているといえる.とくに前期中新世から中期

中新世にかけての年代範囲では,地磁気極性年代尺度を

作成するためのコントロｰノk年代の選択に関して深刻な

論争があるため(CandeandKent,1992.1995;Baksi,

1993;Wei,1995;Berggrenθ≠αZ.,1995;本山1丸山,

1998),この年代値は重要である｡

上述のように,岩稲層は古地磁気層序ではChronC5Cn

に対比される(第13図)｡ChronC5Cnの年代は,Cande

andKent(1995)およびBerggren助αZ.(1995)では16.01

注1Baksi(1993)ではChronC5Cnの下限の年代が与えられて

いない.
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に基づくと，C5C／C5B境界は医王山層の中部に，Chron

C5Brの上限は東別所層最上部にある．

　今回の研究で東別所層中に確認された生層準のうち，

D43，D42，D41．5の位置は古地磁気層序と大きくは矛盾

はしないが，D41，D40およびD35の位置は古地磁気層序

よりは全体に古く，とくにD35はその対比線がC5C／C5B

境界の対比線と交差してしまい，明らかに古地磁気層序

とは矛盾する．

　同様の矛盾は，金沢市南部地域の中新統でも存在する

（柳沢，1999a）．すなわち，金沢市南部地域の医王山層

最上部と八尾地域の黒瀬谷層に対比される七曲・砂子坂

層からは，すべて逆帯磁が得られており（ltoh　and　Ito，

1989），D35の対比線とC5C／C5B境界の対比線が交差す

る（左卯沢，1999a）．

　また，後述のように，層序・岩相から天狗山層に確実

に対比される医王山地域の蔵原層中には生層準D43．2が

あり（柳沢，1999b），この生層準がもし天狗山層中にも

あるとすると，この生層準の対比線も地磁気層序のChron

C5Brの上限の対比線と交差する（第13図）．

　このように，伊藤ほか（1999）の地磁気層序と本論文

の珪藻化石層序を比較すると，全体として珪藻化石層序

のほうがやや古く年代を見積もっていることがわかる（第

13図）．

　YanagisaWa　andAkiba（1998）の珪藻年代層序は，基

本的にはBarronandGladenkov（1995）の珪藻化石層序

と古地磁気層序の対比に基づいている．柳沢（1999a）で

指摘したように，Barron　and　Gladenkov（1995）が研究

したODP　Site884Bと887では，前期中新世末から中期．

中新世初頭にかけては，古地磁気層序の記録が不良か，

あるいは珪藻化石層序の認定が難しく，珪藻化石層序と

古地磁気層序の対応は完全ではないので，珪藻化石層序

と古地磁気層序の対比には解釈の余地が十分にある．し

たがって，伊藤ほか（1999）の古地磁気層序と本論文の

珪藻化石層序が合わないのは，むしろODP　Site884Bと

887における珪藻化石層序と古地磁気層序の対比の方に問

題がある可能性もある．

　しかしながら，秋葉ほか（1982）による宮城県松島地

域の中新統の珪藻化石層序を現在の珪藻化石層序で解釈

し，同じセクションで測定を行ったYamazaki（1989）の

古地磁気層序と対応させてみると，ChronC5C／C5B境界

はn餌鰯α％如帯の最上部にあり，むしろBarron　and

Gladenkov（1995）の対比を支持する．

　このように，前期中新世末から中期中新世初頭におけ

る古地磁気層序と珪藻化石層序の対比についてはまだま

だ細部に問題点が残されていると言える．しかし，食い

違いはたかだか数十万年以下であり，このような些細な

矛盾が顕在化してきたのは，生層序および古地磁気層序

の精度が向上して，このようなオーダーの食い違いを検

知できるようになったためでもある．いずれにしろ，今

後さらに幾つかのセクションでの詳しい検討を行い，こ

の食い違いの原因を明らかにする必要がある．

　5。3　放射年代値との対比

　カリウムアルゴン（K－Ar）年代としては，柴田（1973）

が，久婦須川・別所川沿いの岩稲層上部から16．3±0．9

Ma，16．4±0．9Ma（新壊変定数により補正；柴田，

1981；以下同様），山田川沿いの岩稲層上部から13．6±

0．7Ma，医王山層から14．1±1．2Maの値を報告した．そ

して，最終的には山田川沿いの試料は変質が著しいとし

て，最も古い16．4±0．9Maを岩稲層上部の年代として採

用した．この年代値は，珪藻年代層序とは誤算の範囲で

矛盾はしない．

　ジルコンフィッショントラック（FT）年代としては，

黒瀬谷層上部の凝灰岩の16．8±0．9Ma（早川・檀原，

1986），黒瀬谷層の山田中凝灰岩部層の16．0±2．3Ma（早

川，1983）と15．0±LO　Ma（中島・水島，1984）の年代

値がある．ただし，角井（1986）は，早川（1983）と同

じ地点の山田中凝灰岩部層から採取した試料のFT年代

測定を行っているが，本質一非本質ジルコン粒子が分離

できないとして年代値の算出をしていない．さらに天狗

山層では，12．3±1．9Ma（早川，1983）と15．1Ma（木

村・辻，1990）の年代が報告されているが，後者では採

取位置・層準および誤差などの詳細が公表されていない．

これらのFT年代は，すべてFT年代測定の標準化の勧

告（Hurford，1990）の前に測定された値なので，現在で

は参考値に留まる．

　以上述べたように，現時点で比較の対象となる放射年

代値は，柴田（1973）による岩稲層のK－Ar年代のみで

ある．この年代値は，1970年代初頭に浮遊性有孔虫0処

6％1勿σ属の初産出層準（076％IJ麗datum）の年代を定め，

汎世界的な微化石年代層序の基本的な枠組みを作る上で

重要な役割をはたした（lkebe6厩1．，1972）．この年代値

の影響は間接的ながら，現在広く使用されている年代尺

度（Berggen6厩1．，1995）にも及んでいること，そして，

現在では浮遊性有孔虫ばかりでなく，各種微化石と古地

磁気の詳細な層序が八尾地域で確立していることから，

この放射年代値は年代尺度を作成する上で今でも大きな

意義をもっているといえる．とくに前期中新世から中期

中新世にかけての年代範囲では，地磁気極性年代尺度を

作成するためのコントロール年代の選択に関して深刻な

論争があるため（Cande　and　Kent，1992，19951Baksi，

19931Wei，19951Berggren6地1．，1995；本山・丸山，

1998），この年代値は重要である．

　上述のように，岩稲層は古地磁気層序ではChron　C5Cn

に対比される（第13図）．ChronC5Cnの年代は，Cande

andKent（1995）およびBerggren8厩1．（1995）では16．01

注1Baksi（1993）ではChronC5Cnの下限の年代が与えられて
いない．

一153一



(1999年

第50巻

第3号)

報

地質調査所

○

白

8一

�

潯�

oo寸

8η

�

呪㎜o冒

･着;←

��ρ���������

��婁�����<����

�������寸�回���

�������m�I<lmI�ト･��

�������

��ω�����お����

��自���お��〆�d�弓｡�bo�考

��O�d��≧��討�{�“�N�

��.■�冒����一����

�������司�}�o�昌�O

�����臼������

��討�����◎�則�o�b0�冒

��冒�冒��{��.届�d�討�Φ�

�����･一句��冒�詞�冒��

���o����8�冨�冒�N�

��一�����;�ω���

�����の��<���o�

��o�����目配�考�ω�目�

��』�����の�[�一��

�������o�声�≧目■一�∋芸一�

��…≡1�����ll113I■一11■1.､■1■1■11I榊､l111.'l11111111111.､､�lllllllll111111111�､�1;11;･1“妻11�う珊'く'

����������

��H������x一榊x.�､��

�漉����

��O������{仰x'��1萎�

����������～≦～�

FOrmatiOm����1ム1���｡1,1欲､≡1111､≡……≡姜≡�1ム1.���

NPD�Co1um皿���D43���D4140�35���

Membe蘭�����������

�一一一一一一一一`'一■■����������

�一1■一����������

0togawa=三三三�����������

�呈.呈.呈■早哺呈����������

������

T･･g･y･㎜･灘�����������

�瞳蝋蝿呂舌叩､臨､吉吉咄舌''{書言■吉､'百舌吉'{■舌'麗蹄囲囲����������

��������

�一''■■''■一■一■一一�D43���������

�■一一一■■一一一一1一一����������

�一'■■■''■一一'一■■����������

�'■1一■■一一一一一一】����������

�一''■■''■■■■一■一����������

�一一■一■■I■■1一一一����������

�Asatani三三三三二����������

�一■■■■■一一'一■一一����������

�■■'一一一'■■''■一一����������

4A�目����������

O�一一'一一'■■■一■■■����������

'5�■■一一■1一一一■■一一一����������

搉�����

冒�一一'一一■■一■一■■一����������

�■■一一一一■一一一一■■1�111■μ1.511111111111���������

一�����������

O�■■一■一一■一一山'■■������…'､婁妻藁1､����

}�������薫�φrre1ation���

O�Shiotani葦萎糞111������basedonbioho市㎝s111����

������

吻�����������

ω�������4����

①�����������

ξ�������､����

�������､����

一������Correlation�､����

ω�����������

�������basedon1itho1ogy�一一歩､���

o�������､����

bo�������､����

●一�������､����

国�������､����

�������､����

�������､����

��≡≡…'=D411111::111111�����二二“11≡����

��くD40���������

�捨楡来������

����PCOn"αε1o吻･･一……�������

㍂������

�…����������

��≡一=D35二==1=二:11111���������

㍁������

����･LCOC1舳あ加π㎜…一･一�������

Yamad…maka�������一一����

丁雌�����������

�'一■■■'■1■■■■一一����������

?�1一一'一一'■1一一一■����������

Kumsed㎜i三三}三二�����������

�■■一山一一一一一一''■■����������

�一'一1■■■一'一一'一����������

�一一一■一一一'■■■1一一����������

�1■一'■一■一一一一一■一����������

�■'■1一'一一一一■■一����������

�

駕m

　

�

8㎝

　

　

�

　

　

�

　

　

�

〰

�

〰

㌀

㎜

�

�

�

第14図八尾地域と金沢市南部地域の下部一中部中新統の対比.

�朮��慰�����瑩潮潦���敲瑯浩�������略������慴獵���畴��慮�慷��慳�

一154一�

地質調査所月報（1999年第50巻第3号）

画
。日旨　8
霞箋　℃ § 尋 oo箇 § § 目o

Thick一

ユ　

1000

900

800

700

600

500

400

300

㎜

100

O　m

∩ 1　　　　　　　　　　　　　＜ m 　　　　1＜　　　1 ひ・象 寸 oり げ㍉　　　　1

の
唱
o
●
一
一
吋

邸
霞
霞

吋
蓉
邸
国

邸
臥
吋
一
吋
o

邸　　　　　　　　℃

h　　　　呂
邸　　　　　　　　o
b8）　　　　　　掴

’竃bO

“
霞
“

d
曽
N
o
邸
bO 員

o
旨
一
〇 o

・一邸

の
買
三

帽　　　　　　　　　唱

の　　　　　8＜　　　　5
9
客

雪
の

N
o
一

隣 の
邸
一 一

o ＞ ＞
一 目 昌 国 P ■

の 貞

YATSUO
目
⇒
一
〇
Q

I　l　I　I

口I　I
I　I　I　I

I　I　I

I　I　I　l

l　I　I　I
I　I　I　l

I　I　l　I
l　I　I　l

1・

9

I　l

口
I　l

I　l
口I　I

口I　I

I　l

、
〉11

　（
〉11

）（1

114

（《1

く1・

）1A
4く．
〉q

《
〉1
《・
、
q

．
．、
’
、
●9
、
■

、7
，、〆

、ノ、

×）

NPD Formations
　　Members

Column
i亙i　　　　　　直　　iムi

D43　　　　　D42　iD41．5
　　i麟、

D4140 35

陥「L＝「」二「

∴＝「」＝「

Otogawa ＝一　一　　　　一　　　　一　　　　一

，．～．，■騨、誤．罰

？

Tenguyama 二

（x×xx×x
■、■㌔■㌔■㌔唇～■
■P馴’剛’■』F5’■’
■、■㌔■～隔甲』口甲』■

’■’■’■’B’駆’
■～■㌦■6』■～厘、■

’■’■’■’5’■’
閥～聞『■噂㌔喀～■㌔■

’■’■’■’略’國’

Mitani

一
＿

一
＿

一
＿

一
＿ 一 D43一」』「L＝「

一
＿

一
＿

一
＿

『
＿ 『

一
＿

一
＿

一
＿

一
＿ 一

＝「』二一
一
＿

一
＿

一
＿

一
＿ 『

二』＝「』「＝「

一＝
Asatani 一

＿
一
＿

一
＿

『
＿一

一
＿

『
＿

一
＿

一
＿ 一

一」「＿＝
一＝＿＝「」；「

一二一4A
員
o
●
F
曙
ρ
邸

一
＿

』
＿

一
＿

『
＿

一
一
＿
一
L
：
「
＝
＝
∵
L
罰
一
＿ 一

＿
『
＿

『
＿ 一

薫工壇2：：：：

8 ＝一＝』』「
＿D41．5＿9

、

一 ＝㍑＝』；「＿一

o 一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一
￥

函
CQrrelation

o
韻
の
の

Shiotani
basedonbioho画zonsi

　　’

o
ρ
〇
一
』
の

Correlation

、
　
、
　
　
、
↓
、

吋
b
O
o
一
国

basedonlithology

o

．．響：D41＿

噸D40
Tochiage

Fconp7ロ8Zα磁

3B
剛

D35’”臨

3A
一LCO（二1θw醜召π麗

、　　、Yamadanaka
Tuff

一
＿

』
＿

『
＿

一
＿ 一

一」「』』「＝
一
＿

一
＿

一
＿

一
＿ 一9 Kurosedani 一二＝

一一「一
＿

一
＿

一
＿

一
＿ 一

一L＝「」「＝「
一
＿

一
＿

一
＿

一
＿ 一

『」「＿＝』「
一
＿

一
＿

一
＿

『
＿ 一

一　　　　一　　　　｝　　　　一　　　　一

第14図

Fig．14

八尾地域と金沢市南部地域の下部一中部中新統の対比．

Graphic　correlation　of　the　lower　to　middle　Miocene　sequences　between　Yatsuo　and　southem　Kanazawa　areas．
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富山県八尾地域の下部一中部中新統の珪藻化石層序(柳沢)
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デｰタはそれぞれ柳沢(1999a,1999b)による.
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富山県八尾地域の下部一中部中新統の珪藻化石層序（柳沢）
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第15図　八尾，金沢市南部および医王山地域の下部一中部中新統の対比．金沢市南部および医王山地域の

データはそれぞれ柳沢（1999a，1999b）による．

Fig．14Correlation　of　the　lower　to　middle　Miocene　sequencesbetween　Yatsuo，southemKanazawa
and　Iozen　areas．
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一16.72Ma,Wei(1995)では17.39-18.05Ma,Baksi

(1993)では17.33Ma以前注1とされ,その算定年代の差は

最大約140万年にも及ぶ｡ChronC5Cnに対比される岩稲

層のK-Ar年代は16.4±O.9Maであり,この年代値は,

CandeandKent(1995)およびBerggren助α1.(1995)の

地磁気極性年代尺度を支持する.

5.4金沢市南部および医王山地域の中新統との対比

次に,柳沢(1999a,b)カミ珪藻化石層序を検討した金

沢市南部と医王山地域の中新統との対比を試みる｡なお,

以下の考察では議論の混乱を避けるため,原則として柳

沢(1999a,b)が使用している地層名を用いる｡

金沢市南部地域の中新統は,下位より医王山層,砂子

坂層,七曲層,朝ヶ屋層,下荒屋層および犀川層から(第

14図),医王山地域では,医王山層,砂子坂層,土山層,

御峰層,蔵原層および高窪層からなる(第15図)｡珪藻化

石層序に基づく両地域の中新統の対比は,すでに柳沢(1999

b)で詳細に議論したので,ここではまず,珪藻生層準が

より多く認定できる金沢市南部地域と八尾地域を対比し,

その後で医王山地域を含めて3地域の中新統の対比につ

いて考察する.

金沢市南部地域でも,八尾地域と同様に下位より生層

準D35,D40,D41,D41.5,D42,D43が確認されており,

珪藻化石が産出する区間ではこれらの生層準を用いて正

確な対比ができる(第14図).生層準D41とD43の間では,

両地域間の生層準による対比線はほぼ45度の傾きを持つ

直線で近似でき,両地域の堆積速度はほぼ同程度である

ことがわかる.しかし,D41以下になると,金沢市南部地

域では堆積速度が極端に小さく,とくに朝ヶ屋層の基底

部の海緑石密集層ではほとんど堆積が起こっていないの

に対し,八尾地域では同じ時間に厚さ約200mもある泥岩

層が堆積している.

以上の対比線を基にすると,珪藻の産出する範囲では,

両地域の中新統は次のように対比できる｡まず八尾地域

の東別所層浅谷シルト岩部層は生層準D41.5,D42,D43

カミ認められるので,金沢市南部地域の犀川層に対比でき

る｡また,三谷泥岩部層はD43より上位にあるので,犀

川層のD43より上位の部分に相当する.対比線とはやや

ずれがあるものの,八尾地域の塩谷砂岩部層は金沢市南

部地域の下荒屋層にほぼ対比される.ただし,岩相は塩

谷部層の方が細粒である｡また,栃上泥岩部層中に認め

られる生層準D35,40,41は,金沢市南部の朝ヶ屋層最

下部にあるので,栃上泥岩部層は朝ヶ屋層に対比される

が,栃上泥岩部層の下部は朝ヶ屋層最下部の厚さわずか

2mの海緑石層に相当する.

次に珪藻の産出のない区間も含めて,八尾｡金沢市南

部｡医王山地域の中新統全体の対比について,第15図を

用いて考察する.なお,第15図では,対比の都合上地理

的な位置関係は無視してある.

報(1999年

第50巻第3号)

まず3地域間で最も確実に対比できるのは,3つの生

層準D41.5,D42,D43が存在する八尾地域の浅谷シルト

岩1三谷泥岩部層,金沢市南部地域の犀川層,および医

王山地域の御峯層である｡これらの地層はいずれも泥岩

主体であり,3地域間で層厚にも大きな違いはない.

その下位の塩谷砂岩層1下荒屋層･土山層IV.V部属

は,生層準D41,5のすぐ下に位置し,砂質の堆積物であ

ることから同時期の堆積物であると考えられる.ただし,

下荒屋層と土山層IV.V部属は斜交層理の発達した粗一

中粒砂岩であって,波浪限界以浅の浅い堆積環境を示す

のに対し,塩谷砂岩層は塊状の泥質細粒砂岩で,相対的

に深い深度を示す.柳沢(1999b)が述べているように,

これらの砂岩層の堆積時期には.相対的海水準が3地域

とも一時的に低下したと考えられる｡

栃上泥岩部層と朝ヶ屋層とは,D35,D40,D41の生層

準をともに含むので,ほぼ確実に対比できる.また,柳

沢(1999b)によれば,朝ヶ屋層は土山層中部の泥岩層(III

部属)に対比できる.第15図でわかるように,この部分

の厚さは,地域的な違いが大きく,3地域間で堆積速度

にかなりの違いがあったことがわかる｡すなわち,八尾

地域の栃上泥岩部層は330mの厚さを持つのに対し｡朝ヶ

屋層は160m,そして土山層のIII部属は40mの層厚しかな

い.この違いは,朝ヶ屋層の基底や土山層III部属の基底

にも存在が予想される海緑石濃集層の部分で,とくに堆

積速度が小さくなっていることが,主な原因であると考

えられる｡

これより下位では珪藻層序の生層準が認められないの

で,確実な対比はできないが,山田中凝灰岩は従来通り

金沢市南部地域の七曲層の凝灰岩に対比しても特に矛盾

はない.ただし,層厚から考えて､七曲層の全層準が山

田中凝灰岩部層に相当するのではなく,七曲層上部の凝

灰岩のみが山田中凝灰岩部層に対比される可能性もある.

七曲層の中下部と砂子坂層は,黒瀬谷層に対比される｡

一方,東別所層より上位の天狗山層は,今回珪藻化石

は産出しなかったものの,従来の見解(Ogasawara功α工,

1989など)どおり医王山地域の蔵原層に対比するのが妥

当と考える｡それは,両者ともに生層準D43より上位に

あること,ともに安山岩質の黒色凝灰岩質砂岩からなる

からである.また,天狗山層基底の不整合(伊香浜不整

合)は,蔵原層基底の斜交層理砂岩によって示唆される

浅海化に対応すると考えれば合理的である.なお､蔵原

層下部に認められる生層準D4312の年代は15.2-3Maで

あり(YanagisawaandAkiba,1998),これは天狗山層

から報告されている2つのFT年代のうち,木村･辻(1990)

の15.1Maと整合的である｡

音川層と高窪層については,今回はなんら対比に使え

るデｰタが得られなかったので,岩相の類似と層序から,

小笠原はか(1989)など従来の見解に従って両者を対比

しておく｡以上,3地域の中新統は,従来にくらべ格段
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一16．72Ma，Wei（1995）では17．39－18．05Ma，Baksi

（1993）では17．33Ma以前注1とされ，その算定年代の差は

最大約140万年にも及ぶ．ChronC5Cnに対比される岩稲

層のK－Ar年代は16．4±0．9Maであり，この年代値は，

CandeandKent（1995）およびBerggren6緬1．（1995）の

地磁気極性年代尺度を支持する．

　5．4　金沢市南部および医王山地域の中新統との対比

　次に，柳沢（1999a，b）が珪藻化石層序を検討した金

沢市南部と医王山地域の中新統との対比を試みる．なお，

以下の考察では議論の混乱を避けるため，原則として柳

沢（1999a，b）が使用している地層名を用いる．

　金沢市南部地域の中新統は，下位より医王山層，砂子

坂層，七曲層，朝ヶ屋層，下荒屋層および犀川層から（第

14図），医王山地域では，医王山層，砂子坂層，土山層，

御峰層，蔵原層および高窪層からなる（第15図）．珪藻化

石層序に基づく両地域の中新統の対比は，すでに柳沢（1999

b）で詳細に議論したので，ここではまず，珪藻生層準が

より多く認定できる金沢市南部地域と八尾地域を対比し，

その後で医王山地域を含めて3地域の中新統の対比につ

いて考察する．

　金沢市南部地域でも，八尾地域と同様に下位より生層

準D35，D40，D41，D4L5，D42，D43が確認されており，

珪藻化石が産出する区間ではこれらの生層準を用いて正

確な対比ができる（第14図）．生層準D41とD43の問では，

両地域間の生層準による対比線はほぼ45度の傾きを持つ

直線で近似でき，両地域の堆積速度はほぼ同程度である

ことがわかる．しかし，D41以下になると，金沢市南部地

域では堆積速度が極端に小さく，とくに朝ヶ屋層の基底

部の海緑石密集層ではほとんど堆積が起こっていないの

に対し，八尾地域では同じ時間に厚さ約200mもある泥岩

層が堆積している．

　以上の対比線を基にすると，珪藻の産出する範囲では，

両地域の中新統は次のように対比できる．まず八尾地域

の東別所層浅谷シルト岩部層は生層準D41．5，D42，D43

が認められるので，金沢市南部地域の犀川層に対比でき

る．また，三谷泥岩部層はD43より上位にあるので，犀

川層のD43より上位の部分に相当する．対比線とはやや

ずれがあるものの，八尾地域の塩谷砂岩部層は金沢市南

部地域の下荒屋層にほぼ対比される．ただし，岩相は塩

谷部層の方が細粒である．また，栃上泥岩部層中に認め

られる生層準D35，40，41は，金沢市南部の朝ヶ屋層最

下部にあるので，栃上泥岩部層は朝ヶ屋層に対比される

が，栃上泥岩部層の下部は朝ヶ屋層最下部の厚さわずか

2mの海緑石層に相当する．

　次に珪藻の産出のない区間も含めて，八尾・金沢市南

部・医王山地域の中新統全体の対比について，第15図を

用いて考察する．なお，第15図では，対比の都合上地理

的な位置関係は無視してある．

　まず3地域間で最も確実に対比できるのは，3つの生

層準D4L5，D42，D43が存在する八尾地域の浅谷シルト

岩・三谷泥岩部層，金沢市南部地域の犀川層，および医

王山地域の御峯層である．これらの地層はいずれも泥岩

主体であり，3地域間で層厚にも大きな違いはない．

　その下位の塩谷砂岩層・下荒屋層・土山層IV・V部層

は，生層準D41．5のすぐ下に位置し，砂質の堆積物であ

ることから同時期の堆積物であると考えられる．ただし，

下荒屋層と土山層IV・V部層は斜交層理の発達した粗一

中粒砂岩であって，波浪限界以浅の浅い堆積環境を示す

のに対し，塩谷砂岩層は塊状の泥質細粒砂岩で，相対的

に深い深度を示す．柳沢（1999b）が述べているように，

これらの砂岩層の堆積時期には，相対的海水準が3地域

とも一時的に低下したと考えられる．

　栃上泥岩部層と朝ヶ屋層とは，D35，D40，D41の生層

準をともに含むので，ほぼ確実に対比できる．また，柳

沢（1999b）によれば，朝ヶ屋層は土山層中部の泥岩層（III

部層）に対比できる．第15図でわかるように，この部分

の厚さは，地域的な違いが大きく，3地域間で堆積速度

にかなりの違いがあったことがわかる．すなわち，八尾

地域の栃上泥岩部層は330mの厚さを持つのに対し，朝ヶ

屋層は160m，そして土山層のIII部層は40mの層厚しかな

い。この違いは，朝ヶ屋層の基底や土山層皿部層の基底

にも存在が予想される海緑石濃集層の部分で，とくに堆

積速度が小さくなっていることが，主な原因であると考

えられる．

　これより下位では珪藻層序の生層準が認められないの

で，確実な対比はできないが，山田中凝灰岩は従来通り

金沢市南部地域の七曲層の凝灰岩に対比しても特に矛盾

はない．ただし，層厚から考えて，七曲層の全層準が山

田中凝灰岩部層に相当するのではなく，七曲層上部の凝

灰岩のみが山田中凝灰岩部層に対比される可能性もある．

七曲層の中下部と砂子坂層は，黒瀬谷層に対比される．

　一方，東別所層より上位の天狗山層は，今回珪藻化石

は産出しなかったものの，従来の見解（Ogasawara6」磁，

1989など）どおり医王山地域の蔵原層に対比するのが妥

当と考える．それは，両者ともに生層準D43より上位に

あること，ともに安山岩質の黒色凝灰岩質砂岩からなる

からである．また，天狗山層基底の不整合（伊香浜不整

合）は，蔵原層基底の斜交層理砂岩によって示唆される

浅海化に対応すると考えれば合理的である．なお，蔵原

層下部に認められる生層準D43．2の年代は15．2－3Maで

あり（Yanagisawa　and　Akiba，1998），これは天狗山層

から報告されている2つのFT年代のうち，木村・辻（1990）

の15．1Maと整合的である．

　音川層と高窪層については，今回はなんら対比に使え

るデータが得られなかったので，岩相の類似と層序から，

小笠原ほか（1989）など従来の見解に従って両者を対比

しておく。以上，3地域の中新統は，従来にくらべ格段
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の確実さで対比することができた(第15図).

第15図から指摘できることの1つは,朝ヶ屋層基底に

みられる海緑石濃集層の形成に関連するイベントの地域

的な現れかたの違いである｡このイベントは柳沢(1999

a)が議論しているように,一時的な海水準の低下を反映

している疑いが強い.しかし,このイベントに対応する

ような現象は八尾地域では全くみられない.これは,医

王山と金沢市南部地域では,終始相対的に浅い環境に置

かれ,堆積速度も小さかった(佐々木｡小笠原.1986)

ために,海水準の一時的な低下が岩相変化として明瞭に

現れたのに対し,八尾地域はこの時期に相対的に深い環

境(おそらく下部漸深海帯以深;千地,1986)にあった

ために,海水準低下の影響が岩相変化として顕在化しな

かったためと考えられる｡このように,海水準変動の影

響の現れ方は,その地域の置かれていた環境によって違

ってくるので,単純に岩相変化として現れたサイクルの

数合わせのみに基づいて,海水準サイクルの同定･対比

を行うことはできないことカミわかる.

6.まとめ

この論文では,八尾地域に分布する下部一中部中新統

の珪藻化石層序学的検討を行い,YanagisawaandAkiba

(1998)の高分解能珪藻化石層序カミこの地域でも適用でき

ることを示した｡また,これまでに報告のある微化石層

序,古地磁気層序および放射年代を総括し,八尾地域下

部一中部中新統の年代層序学的枠組を提示した.このう

ち古地磁気層序と珪藻化石層序には系統的なずれがあり,

今後再検討する必要があることがわかった.さらに,隣

接する医王山地域と金沢市南部地域の中新統との精密な

対比を行い,堆積作用や海水準変動の現れ方の違いにつ

いて考察した｡

これにより,八尾地域の下部一中部中新統においても,

高い精度の年代層序学的基盤が整備された｡この基盤の

上に,これまでの研究,あるいは今後の研究によって明

らかにされる海水準1古気候･動植物群の変遷･構造運

動などのデｰタを正確に位置づけることにより,新たな

観点から北陸地域の地史を復元して行く道が開けてきた

と言える.こうした点については,また機会を改めて議

論したい｡
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した際に採取したものである｡
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の確実さで対比することができた（第15図）．

第15図から指摘できることの1つは，朝ヶ屋層基底に

みられる海緑石濃集層の形成に関連するイベントの地域

的な現れかたの違いである．このイベントは柳沢（1999

a）が議論しているように，一時的な海水準の低下を反映

している疑いが強い．しかし，このイベントに対応する

ような現象は八尾地域では全くみられない．これは，医

王山と金沢市南部地域では，終始相対的に浅い環境に置

かれ，堆積速度も小さかった（佐々木・小笠原，1986）

ために，海水準の一時的な低下が岩相変化として明瞭に

現れたのに対し，八尾地域はこの時期に相対的に深い環

境（おそらく下部漸深海帯以深；千地，1986）にあった

ために，海水準低下の影響が岩相変化として顕在化しな

かったためと考えられる．このように，海水準変動の影

響の現れ方は，その地域の置かれていた環境によって違

ってくるので，単純に岩相変化として現れたサイクルの

数合わせのみに基づいて，海水準サイクルの同定・対比

を行うことはできないことがわかる．

6．　ま　と　め

　この論文では，八尾地域に分布する下部一中部中新統

の珪藻化石層序学的検討を行い，Yanagisawa　andAkiba

（1998）の高分解能珪藻化石層序がこの地域でも適用でき

ることを示した．また，これまでに報告のある微化石層

序，古地磁気層序および放射年代を総括し，八尾地域下

部一中部中新統の年代層序学的枠組を提示した．このう

ち古地磁気層序と珪藻化石層序には系統的なずれがあり，

今後再検討する必要があることがわかった．さらに，隣

接する医王山地域と金沢市南部地域の中新統との精密な

対比を行い，堆積作用や海水準変動の現れ方の違いにつ

いて考察した．

　これにより，八尾地域の下部一中部中新統においても，

高い精度の年代層序学的基盤が整備された．この基盤の

上に，これまでの研究，あるいは今後の研究によって明

らかにされる海水準・古気候・動植物群の変遷・構造運

動などのデータを正確に位置づけることにより，新たな

観点から北陸地域の地史を復元して行く道が開けてきた

と言える．こうした点については，また機会を改めて議

論したい．
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料の一部は，地質調査所経常研究「地質の研究」を実施

した際に採取したものである．
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富山県八尾地域の下部一中部中新統の珪藻化石層序(柳沢)

付表第1表土川セクションにおける珪藻産出表.
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富山県八尾地域の下部一中部中新統の珪藻化石層序（柳沢）

付表第1表　土川セクションにおける珪藻産出表．
Appendix　table1　0ccurrence　chat　of　diatom　species　in　the　Do　River　stratigraphic　section．

Preservation，G：good，M：moderate，P：poorl　Abundance，A：abudant，C：common，R：rare，PD：poor　diatoml

Occurrence，＋：present．
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Origi皿al　sample　nmber　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Noto 一　　Fく　　一　　　一

u・《　　uく　　一　　　一
o　　　oo　　　αD　　　OD　　　oo　　　αD　　　oo　　　OD

－　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o
αD　　卜　　卜　　卜　　卜　　卜　　卜
o　　o　　o　　o　　o　　o　　o

卜　　αD　　OD
o　　o　　o

一　　一《　　一　　　一 甲■唱　　　▼・《　　　マ願く　　　7一嘱　　　甲■唱　　　甲一《　　　一　　　甲一6 戸く　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　一

Preservation P　P　P　P P　P　P　P　P　P　M　M M　M　　P　P　M　M　M M　M　G
Abundance PDPDPD　R R　PD　R　C　R　R　R　C C　C　C　C　C　C　C C　C　A
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浸痂co5¢舷SPP． 一　一　5　一 10　　－　　1　　一　　一　　1　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　十

吻ε髭毎　　θπ40’　（Kanaya）S血s　et　F甲xeH 帥　2　　一　一 一　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　嫡　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 葡　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

！重．　　　　P眉αεル04配Z旋7σσ3a∬on）Sim　et　F1yxeU 1　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　＿ 一　　　　　　　　　　鱒　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　ー

Gσv加㈱飢∫8麗鋸Yanagisawa　et　Akiba 一　一　一　1 1　　2　　3　　8　　14　　　－　　3　　7 一　1　一　一　一　一　一 一　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　冒

C　　　／o欝¢σπ恥（Sheshukova）W皿iams ＋　1　－　1 2　　＋　　＋　　　一　　＋　　＋　　　一　　＋ 一　　十　　一　　一　　一　　十　　十 十　　一　　一

C　　　　伽θσ廊　（Sheshukova）Akiba　et　Yanagisawa 一　　一　　一　　十 25　　4　34　　7　　7　　14　　2　　5 1　3　6　7　2　＋　＋ ＋　6　3
C　　　　7πめcεπ記硲（Schrader）Akiba　et　Yanagisawa 一　　一　　一　　十 1　　一　　一　　一　　一　　＿　　一　　一 一　　一　　一　　十　　十　　一　　一 ＋　　一　1

Goσσo〃諮ω5’伽Gregory 一　　，　　一　　一　　一　　一　　1　　一 一　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

Cb5【：∫π04なc砺　　Z¢wな∫σπ硲　Grevine 5　　1　14　57　　18　25　　19　　10 一　一　1　一　一　3　　一 2　　－　3

C　　　　　　　　η昭r8加σ鵡5Ehrenberg 1　一　一　1 1　　2　　5　　3　　2　　14　　3　　6 一　一　6　3　1　4　1 1　・　1
C　　　　　　　　Pθηも7α伽　Ehrenberg 1　1　－　4 3　　　1　　　1　　2　　　1　　　1　　　－　　3 一　1　2　一　＋　一　＋ 十　　一　　一

C　　　　　　　　　　zロ4血‘認Ehτenberg 一　一　2　2 ”　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　” 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　り

C　　　　　　　SPP． 4　1　6　8 頓　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　一

qy膨伽oεかσ　dl．Jo7αz∫σ濯z　Gnmow 躰　　　　　　　　　　層　 ■　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 1　　曽　　一　　一　　一　　一　　一　　十 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　鞠　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　層

Dεψh訪εな　7π∫ocεπ∫σσ（Schrader）Andrews 1　一　一　一 1　　÷　　一　　一　　1　　＿　　一　　騨 一　1　＋　一10　1　＋ 噸　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　一

D。　　　PεπεZ伽∫cσAndrews 十　　十　　一　　一　　1　　噂　　一　　十 ＋　　一　＋　1　一　一　2 1　2　2
Dεπ∫εc廊㎜酬e8εcσSchrader 一　一　一　1 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　響 一　　一　　十

Dε漉c蜘ρ廊μπεZ伽ロ舟dbaetKoizumi 1　2　5
D功如π6的　　5η；髭h昂　　σ3r6bisson）Clevc 一　一　一　1 一　　2　　　一　　一　　一　　一　　＿　　一 噂　　十　　一　　一　　一　　一　　一

E潔cση；P融　sp。A（＝πε履側Z妬poか醒o］ワん硲） 1　－　1　2 一　　韓　　一　　一　　一　　一　　1　　一 一　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　ー

σzロ〃1〃惚0励orσSPP。 一　　一　　一　　十 十　　　一　　十　　　十　　　り　　十　　　十　　　一 一　　十　　十　　十　　十　　一　　十 十　　一　　一

∬θ所彪麗1醐ゐ功oπ5　（Ehrenberg）Grmow 一　一　一　2 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

恥σ104∫5【：那50ゐ501ε伽　　Sheshukova 一　一　一　1 一　　一　　一　　一　　一　　2　　　一　　＿ 一　一　2　　一　一　一　＋ 一　　一　　十

灰εbεσ吻鷹（Brun）Aldba 一　一　＋　1 層　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　嘗　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 一　　一　　十

Kb㎞∫4σ吻zo∫（脚eitia）YaIlagisawa 一　　一　　一　　一　　1　　一　　一　　一 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　一

ハ妬ε4如7fσ　ΨZεπ4漉　　Sheshukova 一　　　　　　　　　　昌　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　 一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　十　　　一 一　　一　　一　　一　　十　　甲　　一

ハ拓¢Zo5ケπ　50Z　（Ehrenbcrg）K貢励g 一　1　一　一 一　　2　　　一　　一　　一　　一　　一　　＿ 一　　一　　り　　一　　一　　り　　十 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　冒

0吻漉8ZZσ側■枷（Lyngbye）Agardh 一　一　一　2 昌　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 脾　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　ー

Pπzσ」如5μ1cσ確（Ehrenberg）αeve 一　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一 6　　7　　8　　＋　　7　　6　　　－　　2 4　－　5　12　5　－　3 3　6　＋
P70わoαr伽∫膨脚5加（H句6s）JordanetP亘ddle 2　　　一　　　一　　＿　　　＿　　　一　　　＿　　　＿ 一　1　一　一　一　一　一 1　一　一
P冨θ履04訪1¢ro8z召〃冨〃露4　　επ功≠∫cσ　　Schrader 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　十　　　一 一　　一　　一　　十　　一　　一　　一

R¢ph肋4的c麗配σ弓7Zα雇εc配5　　C血ris厩an 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　昌　　　　　　　　　櫛 一　　一　　1　　甲　　一　　一　　1　　一 1　－　2
Rん如501θ吻励ε鰍£8ε〃ゆ吻（Hensen）Gr皿 一　　一　　一　　の　　一　　一　　1　　一 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　響

R　　　　　　　　　　〃諺∫o‘eπまcσ　　Schrader 一　　一　　一　　一　十　　一　　一 瞬　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

R　　　　　　　5り7Zヴb7η瘤　　Bri£血twell 一　一　1　一 1　　　1　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　3 一　1　一　一　一　一　＋ 一　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　一

3’ε磁吻α耽70伽5（E㎞enberg）HasleetSims 1　1　－　1 一　　一　　一　　一　　一　　一　　2　　　＿ ＋　2　2　－　3　2　＋ 1　1　一
5ゆ加πOPツ廊　SPP。 2　4　4　8 一　　2　　8　　4　　9　　5　　8　　4 5　8　9　6　4　4　8 6　5　3
恥砺5直oπε7πσπ∫伽ohめ耽5　（Grunow）H。et　M，Peragallo 7　33　16　53 33　　8　　18　　15　22　27　35　47 68　55　24　51　44　29　20 29　24　63

τ　　　　　　　ob伽召　（Gmnow）Andrews 一　一　一　2 十　　　印　　　一　　　の　　　響　　　一　　　一　　　一 一　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　り

銑σ1σ55∫05島π鷹如πσ履επ傭　Yanagisawa 一　一　1　一 一　　噂　　一　　一　　一　　一　　陣　　1 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

顕σZα55∫o翫7㍍Zoπ8醜∫海σαeve　et　Gn皿ow 一　1　一　＋ ＋　　1　　1　　一　　一　1　＋　　デ 一　÷　　一　1　一　＋　＋ 1　＋　＋
7｝εce7σ琵躍π　ooπ4εco卿π　Bri帥twe且 騨　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　一 一　　騨　　一　　一　　囎　　一　　1　　葡 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 一　1　　一

τ　　　　　　σκ’∫cμηl　Bri創btweU 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　冒 一　一　一　一　・　1　一 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

丑OC肋5加吻π0棚　Ki盤on 一　5　12　5 1　　　一　　　一　　　一　　3　　　－　　11　　　一 1　1　3　＋　　一　5　3 1　6　2
Total　nu皿ber　of　valves　oounted 20　51　49100100　　50100100100100100100 100100100100100100100 100100100
Restingsporeofα鰯oσβro5 6　16　26　34 23　　15　　9　　8　64　　18　77　　18 23　29　31　12　24　23　11 16　21　15

一161一
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付表第2表井粟谷セクションにおける珪藻産出表.
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∫物加冗o8o肋加㎜w“K皿田ya�一I一一･�･�■�1�一�一�一�一�･�1�一�一�一�1�十�一�一�一�･�`�

∫物伽岬ツ㎞冒pP.�424147�111416�1�2�1�8445�2�1�3�十十23+�1����������

肋加“曲〃ε1㎜吐〃^o舳伽㎜あ(K帥ay呂)Sch正固de正�`■一一一�.�1�1�一�I�一�一�`�一�i�･�1�1�一�一�一�■�一�.�

z�淋c肋泌(G㎜ow)H.etM.P6祀g汕o�4323272726�46412工77�655047322952475268�584532302336����������������

肋伽■^1ω加幼榊(G㎜ow)Haslec岬xcu�一一2一一�十�I�1�一�`�■�1�十�1�2�1�一�i�一�`�.�一�一�1�

τ�肋㎜藺㎜`舳あY㎜a域s乱w畠�一1一一一�一�'�i�十�`�一�1�十�1�･�i�十�2�■�一�1�I�■�1

刀〃o^oわ肋{1o〃9畑カ㎜αeveetG皿110w�一十■一十�十�一�十�1�ユ�十�十�十�一�1�十�一�十�一�十�一�}�十�十�
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付表第2表　井栗谷セクションにおける珪藻産出表．

Appendix　table2　0ccurrence　chat　of　diatom　species　in　the　Iguridani　stratigraphic　section．

Preservation，G：good，M：moderate，P：poorl　Abundance，A：abudant，C：common，R：rarel
Occurrence，十：present．

Igurida且i脅　　Stladgraphicsec恒on

　　Fomation Higashibess血oFo皿ation

Member TochiageMudstoneMember

Diatomzopes Cπ∫c∫48庸cμ14㎞順yαεZone Deη伽ゆ5細膨」傭召Zone

（NPD3A） （NPD3B）

Neogene　Nolth　Pac元fic　Diatom　Biohorizons
LCOC18wな如〃粥 D35 Fconρ74ε伽如

Sample　number　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ig 1　2　3　4　5 6　7　8　9 10　　11　　12　　13　　14　　15　　16　　17　　18 19　20　21　22　23　24
〇　　一　　凶　　【q　　寸 り　　o　　卜　　o 一　〇　ひ　oo　卜　o　い　寸　φ N　　－　　o　　σ㌦　　OD　　卜

Oゴginal　sa∬1plc　number　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Noto σ、　　ひ　　　ひ　　ひ　　σ、

o　　o　　o　　o　　o
σ、　　σ、　　こハ　　o
o　　　o　　o　　　卜・

o　　　卜　　　O　　　MD　　o　　　o　　　℃　　　o　　　o
卜　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o

o　　▽》　　℃　　鳩　　　v｝　　v㍉
o　　o　　o　　o　　o　　o

一　　　一　　　F《　　一　　　H rく　　一　　　一 一　　　一　　　H　　　一　　　一　　　下r《　　　F｛　　　一 F《　　一　　　一　　　rく　　rく　　一

Preseτvation P　P　P　P　M M　M　M　　G M　G　M　M　M　M　P　M　P M　　G　G　G　G　G
Abundance C　C　C　C　C C　C　C　A C　A　C　A　C　C　C　C　C A　A　A　A　A　　A
！霊c証πoのFcJ醐　　cL（灘7vα鳶41醐　Janisch 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　一 ・　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 一　　一　　一　　岬　　十　　十

！L　　　　　　　　　∫π8ε濯　　f．加8επ5　（Rattray）V臨i樋ng　et　Schrader 5　2　1　1　6 10　8　10．1 5　　11　　10　　12　　12　　　1　　2　　　4　　　3 2　＋　＋　1　1　1
凶L　　　　　　　　加8ε2∬　　£pZσπ媚　V阻ti皿g　et　Schrader 7　　噂　3　2　5 9　10　16　3 2　　14　　12　　　7　　17　　　4　　　4　　　5　　　1 5　＋　＋　　”　1　←

1生　　　　　　　　　ocのπ4η1醐　Ehrenberg 噂　一　1　　一　一 甲　1　　韓　一 一　　2　　　帰　　1　　3　　3　　　一　　一　　一 一　　十　　・　　暢　　輔　　聯

∠【c直即り℃苑碍5επαηi器　（Ehrenberg）Ehronbcrg 4　2　6　2　3 5　5　26　1 7　　　2　　＋　　　7　　　4　　　＋　　　5　　　1　　＋ 2　＋　　1　3　＋　＋

浸ぬco5ε加SPP． 1　　－　3　　願　、 一　　一　　一　　一　　1　　－　　1　　一　　一 一　＋　1　2　　一　一

如β蜘βπ40∫（Kanaya）SimsetFryxen 4　　　　一　　　一　　　3　　　＋　　　　⇔　　　1　　　1　　　2 3　　1　＋　＋　　1　＋

泓　　　vε傭伽伽（P㎝tocsek）Sims 一　一　一　一　2 一　　　　　　　　　　嘗　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　－ 一　　一　　1　　一　　・　　り　　1　　噂　　一 十　　　ー　　ロ　　ー　　一　　一

C4v吻傭㎝ま8μ硲Yanagisawa　et　Aldba 3　15　6　3　4 一　1　　・　　一 一　　一　　一　　一　　一　　1　　・　　・　　一 一　3　2　2　　1　1

C　　　／o㍑側粥（Sheshukova）Williams 1　1　2　　－　1 1　＋　　＋　　＋ 1　　　一　　＿　　一　　一　　2　　　＿　　噂　　＋ 4　5　7　5　　6　2
C　　　　伽84厚5（Sheshukova）Akiba　et　Yanagisawa 2　9　4　4　4 2　＋　＋　　一 一　　　3　　　2　　　3　　　2　　　＋　　　＋　　　＋　　　→・

C　　　　ン擢oσε漉α偲（Schrader）Akiba　et　Yanagisawa －　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　曽　　　　　　　　　　餉 層　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　一 一　　1　　一　＋　　・　　1　　一　＋　　一 ＋　　＋　　一　　．　1　＋

C齪の伽㎝sμ（concavc） 1　11　7　7　3 5　2　　－　2 1　　2　　＋　　　一　　4　　　3　　2　　4　　2 2　4　＋　2　　2　　1

Coσco解捨α吻b擁cσG㎜ow 1　　一　一　　一　・　　一　　噌　　一　　一 一　　一　　十　　一　　一　　一

Go5c’π04なcμ5　　」εPレ愛『ムぼπ砿9　αev丑1e 23　24　23　27　28 一　一　1　2 ＋　　　＋　　　4　　　1　　2　　　1　　　1　　　2　　　2 一　一　一　1　＋　＋
C　　　　　　　　　　7襯ア8∫πα眺　Ehrenberg 2　1　－　2　4 3　＋　1　1 4　　　－　　1　　＋　　4　　2　　2　　　q　　4 1　　．　＋　＋　　一　＋

C　　　　　　　　　　pεηbz召傭　Ehrenberg 一　2　2　2　1 1　1　1　1 一　　2　　　＿　　一　　ρ　　1　　　一　　＋　　　2 一　　十　　十　　十　　十　　十

C　　　　　　　　　　7rα4如酪Ehrenberg 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　 〇 一　　噛　　1　　一　　ρ　　1　　一　　・　　一 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

q卿卿5加4吻ごTempereetBmn 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　． 一　一　一　一　一　1

C　　cf．如78ζz如π4Gnmow 層　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 甲　　－　　騨　　一　　ロ　　十

D¢ゆた訪εな　」πめc㎝’σα（Schrader）Andrews 一　一　2　　－　1 ＋　　1　1　　一 ＋　　十　　十　　1　　十　　1　　1　　十　　十 ＋　1　2　＋　＋　　一

n　　　　pε陀8ゆ蕗c4Andrews 一　1　　－　1　　一 1　＋　＋　　一 ＋　　　1　　＋　　　1　　1　　2　　2　　　1　　1 一　　一　　十　　十　　一　　一

Dε威副απoηソβ8畑Schrader 一　　一　　一　1　　顧 ＋　　　2　　　一　　一　　＋　　　2　　　－　　1　　　一 蝉　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　一

Dεπ琵σ躍Jqρ5な　P■σε」召図砿　鯉ba　et　Koizu血 1　　　1　　　1　　4　　＋　　　1　　　一　　　一　　　一 18　32　40　31　55　47

助‘oπε‘5躍伽（Br6bisson）αeve 1　　一　　一　一　囎 曽　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　層

伽σα躍P如　sp．A←飽〃惚躍Z醐po砂用oワhμ5） 一　　一　　1　　1　　一　　一　　鵯　　一　　一 一　　一　　一　　一　　十　　一

G6πめ訪εc血規040η陀！毎　Ehrenberg ，　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　ロ 一　　十　　　鱒　　　・　　　一　　　－　　　一　　　一　　　一 一　　一　　一　　一　　一　1

σπ砺脚吻肋7冴SPP、 一　　十　　一　　一　　一 冒　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　 〇 十　　　一　　　一　　　一　　　鱒　　→甲　　十　　　一　　　一 一　一　一　2　　一　騨

めα‘04なσ昭oわ50’¢傭　　Sheshukova 1　　一　　一　　一　一 騨　　一　　十　　　一 1　　一　　尊　　1　　一　　一　　1　　一　　一 ロ　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　噌　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　一

惚わ8αホ8π廊（Brun）Aldba 一　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　御 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 一　　一　　一　　一　　噂　1

瀬麟α諏釧επ躍αSheshukova 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　〇 璽　　一　　一　　曹　　一　　胃　　・　　一　　十 十　　十　　十　　十　　噸　　十

Meτ03磁εcqρoεMa皿 一　一　2　　一　一 ⇔　1　　一　一 一　　　一　　　1　　　－　　　1　　　　－　　　3　　　　一　　　一 十　　十　　　簡　　輔　　一　　一

醒・　　　　　50」　（E血renberg）Kitzing 一　1　　一　　一　一 。　1　　．　2 ＋　　　一　　＋　　　一　　1　　1　　2　　　1　　　一 一　　十　　師　　一　　一　　一

苗伽σ痂σ肱Z18π8ε万Sch皿der 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　曙　　　　　　　　　　冒 一　2　　一　一 1　1　3　2　2　3
N　ぼ副πo麟　Haslc 響　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 鴨　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　ー 鱒　　鴫　　・　1　　一　　一

Pα悶伽sμ1σ磁（Ehrenberg）Cleve 1　3　2　5　3 2　5　2　4 4・　　3　　　9　　15　　　7　　12　　　1　　　4　　　2 2　　一　一　一　一　一

伽π埆伽励脚c履偽Emissee 一　　一　　一　　十 一　　一　　一　　一　　一　　噂　　一　　一　　1 一　一　一　一　1　　・

片obo5c加‘鷹（Bhghtwe猛）Sundst6m 一　1　　一　一　一　一

R　　　耽ワ㏄吻（H司6s）JordanetPriddle 一　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 甲　　　　　　　　　　榊　　　　　　　　　輪　　　　　　　　　　一 一　　　一　　　．　　十　　　十　　　一　　　一　　　一　　→・ o　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

』

P5θ吻漉形ε708アσ膨㎜　　εμ塑琵σ召　　Schmder 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　需　　　　　　　　　　一 一　十　　一　＋　　1　　一　　一　十　　一 一　　十　　十　　一　　一　　十

み媚σsp． 曽　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　冒 一　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　響 一　　十　　一　　一　　一　　一

蝕P膨o伽c妬’㎜’蜘π砒暉　Ch亘sti㎝ ＋　　一　噛　2 一　　1　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　1 響　　十　　　一　　ロ　　ー　　十

勲phoπεな　3σ惚溜Ehrenberg 一　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　頓　　　　　　　　　　一 一　＋　　一　1　3　　一

Rみεzo50Zθ厚εα　　η3め【：βπ∫αz　Schmder 陶　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　” ・　一　一　一　一　1

R　　　　　　　ε｛y聯うη漉ε　Bゴghtwe11 嚇　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　費 一　1　　1　　一 。　　一　　一　　1　　1　　十　　簡　　9　　1 一　　一　1　　一　＋　　一

勘砿吻　㎎吻μio躍ε5　Schr記er 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　曽 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　ロ 一　　1　　鱒　　噂　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　十　　噂　　噂　　十

Srε伽ア鰍雁c声o吻5（Ehrenberg）HasleetSims 1　2　　1　　一　一 2　2　2　2 ＋　　　1　　　－　　1　　　一　　一　13　　22　　　1 一　＋　　1　＋　＋　　1

Sゆh脚80鷹h召㎜照εKImaya 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　盛　　　　　　　　　 り 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　胃　　　　　　　　　　一 一　　一　　一　　尊　　一　　一　　一　　一　　1 十　　　一　　一　　一　　爾　　噂

3吻肋κqρツ廊　SPP． 4　2　4　14　7 11　14　16　1 2　　　1　　8　　4　　　4　　　5　　　2　　　1　　　3 ＋　＋　2　3　＋　1
Z肱毎53’oπ8’照　　（症」乃∫7ro5σ履ε醐む　　（】㎞aya）Schrader ●　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 一　　一　　一　　。　　一　　噂　　一　　一　　1

エ　　　　　　π∫伽σ肋漉s　（Grunow）H。et　M。PelagaUo 43　23　27　27　26 46　41　21　77 65　　50　　47　　32　　29　　52　　47　　52　　68 58　45　32　30　23　36

勲毎s5∫05∫■α　」甲歩卯硲　（Gru皿ow）Hasle　et　FryxeH 一　一　2　　一　一 ＋　　一　1　　一 ＿　　一　　＿　　＋　　　1　　2　　　1　　　一　　一 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　層

皿　　　　　　濯励召履8π鋤　Yana庫sawa 一　1　　一　一　一 一　　一　　一　　十 ・　　一　　1　　＋　　　1　　　一　　一　　＋　　2 一　　一　1　　一　　一　1

勲Zα5吻漉識Joπ8なs力雁αeveetGrunow 一　　十　　一　　一　　十 ＋　　一　＋　　1 1　　十　　＋　　＋　　一　　1　　＋　　一　十 一　　十　　一　　ワ　　十　　十

1ン∫cε74∫吻醒　とo雇4εco川｝π　Bゴghtwe11
層　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　尊 ・　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　⇔　　　　　　　　　　鱒　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一 一　　十　　一　　一　　一　　十

万OC為05珈5P物5α　風償on ・　一　2　2　2 2　4　1　一 1　　2　　1　　5　　4　　　1　　8　　1　　2 2　7　7　14　3　2
TotalnumberofvalvesoDunted 100100100100100 100100100100 100100100100100100100100100 100100100100100100
RestingsporeofC肋εホoσ¢ア05 20　22　41　22　26 18　41　44　＊ 零　　　9　　12　　21　　31　　30　　13　　23　　　4 5　6　8　10　9　14
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富山県八尾地域の下部一中部中新統の珪藻化石層序(柳沢)

付表第3表柳川セクションにおける珪藻産出表.
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富山県八尾地域の下部一中部中新統の珪藻化石層序（柳沢）

付表第3表　柳川セクションにおける珪藻産出表．

Appendix　table3　0ccurrence　chat　of　diatom　species　in　the　Yanaigo　stratigraphic　section．

Preservation，G：good，M：moderate，P：poorl　Abundance，A：abudant，C＝commonl　Occurrence，

十二present．

YanaigoSecdon③　　S血廿grapMcsecdo皿

　　Formation HigashibesshoFo㎝ation

Membor TockiageMudstoneMcmber

Diatomzones c㎞薦の召e Pεπ伽ゆ3卵脚’σ惚Zone D．融瓢α

（NPD3A） （NPD3B） （NPD4A）

Neog㎝e　Nolth　Pac廿ic　Diatom　Bioho血：olls
D35　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FCO　Dしρ7召εZ側‘4 D40

Sample　mmbe1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yn 1　　2　　3　　4 5　　　6　　　7　　　8　　　9　　10　　11　　12　　13　　14 15　16 17　18　19
Or壇nal　sample　numbor　　　　　　　　　　　　　　　　Noto 11401139113811371136113511341133113211311130112911281127 11261125 112411231122

Preselvatio且 M　　P　　P　M M　G　M　M　G　G　G　G　G　G G　　G M　　G　　G

Abmdan㏄ A　　C　　C　　A A　　C　A　　A　　C　A　　A　　A　　A　　A A　　A A　　A　　A

イc証πoりc傭c£c聯傭傭」副sch 脚　　　　　　　　　　　需　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 尊 一　4 騨　　　　　　　　　　　 層　　　　　　　　　　　　一

・4　　　　加8¢溜£訪88船（Ra腫ray）Whi廿ngetSchrader 4　16　27　　8 9　　　1　　　1　　25　　　2　　　＋　　　3　　　4　　　4　　　1 3　　7 3　　＋　　＋

1弘　　　　　　　　　加8επ5　£P君側聡　V隔血g　et　Schrader 9　25　23　　5 6　　　＋　　　一　　　4　　　＋　　　3　　　2　　　4　　　1　　　2 一　　4 ＋　　＋　　2

イ・　　　　　　　　ocのπ47加3　Ehrenberg 一　　1　　1　　2 一　　　4　　　1　　　3　　　1　　　1　　　4　　　＋　　　1　　　。

イc露仰リァc勘尉5επαη1醐　（Ehrenberg）Ehrenberg 11　11　　9　　2 13　　　8　　　5　　　5　　　＋　　　3　　　5　　　1　　　5　　　2 3　　8 4　　1　　1

幽耽05爵αSPP． 十　　　一　　　一　　　一 一　　　噛　　1　　　一　　一　　　一　　　7　　　一　　　一　　　騨 十　　　一　　　一

勿ε∫磁㎝4b’幽aya）SimsetFryxe皿 6　　　5　　　3　　　1　　　＋　　　　一　　　暫　　　一　　　一　　　1 一　　1 1　　＋　　＋

∠L　　　　　v8琵∬⑳5カπα　　（Pantocsek）Sim6 一　　　　　　　　　　　 噂　　　　　　　　　　　 r　　　　　　　　　　　ロ 1　　一　　＋　　一　　＋　　＋　　冒　　＋　　十　　一 一　　1 一　　十　　　十

αv惚簡㎝‘8召醐YIma厘sawa　et　Akiba 3　　囎　　一　　1 り　　　3　　　＋　　　　り　　　一　　　騨　　　6　　　3　　　3　　　1
一　　　　　　　　　　　哺 3　　－　　1

C　　　／o聡ε4π照（She曲ukova）W皿iams ＋　　1　　1　　3 1　　　＋　　　7　　　9　　　　”　　　1　　　1　　　6　　　＋　　　　1 6　13 11　　8　　7

C　　　　伽朗瘤（Skeshukova）A㎞ba　et　Yanagisawa 1　　3　　1　　3 薗　　十 一　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　一

C　　　　雁oσ8雇α∬（Sc血rader）AUba　et　Yana8謹sawa ＋　　　＿　　　2　　　一　　　一　　　＿　　　響　　　一　　　一　　　＿ 一　　十 ＋　　1　　1

伽の薦㎝Sμ（concave） 8　　＋　　1　　＋ ＋　　　2　　　1　　　1　　　7　　　2　　　＋　　　1　　　1　　　2 1　　2 一　　2　　4

00CCO〃8な005ホ鷹（｝fegory 一　　一　　一　　1 一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　 隔

C　　　5c膨π㎜Ehrenberg 一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　． 一　　　一　　十

Cb3c’㎜4なcμ5　1εwな吻π斑　G歴evnle 一　　り　　2　　1 一　　　＿　　　＿　　　一　　　縣　　　5　　　＿　　　＋　　　1　　　＋ ”　　　　　　　　　　　 一 一　　十　　　十

C　　　　　　　　　　躍召ア8∫πσ酪　Ehrenberg 4　　3　　1　　6 一　　　6　　　3　　　　－　　　1　　　1　　　1　　　2　　　　－　　　1 一　　1 一　　．　　1

C　　　　　　　　　　p8ηbz召傭　Ehrenbe∫g 1　　1　　2　　一 ＋　　　一　　　2　　　1　　　2　　　－　　　1　　　一　　　一　　　甲 一　　十 ”　　1　　＋

0　　　　　7鷹撒㈱Ekrenberg 一　　一　　一　　1 一　　　一　　一　　　一　　1　　　一　　　冒　　　一　　　一　　　一

C毎v言㎝114poly醒oワ肋（｝n皿ow　eεPamocsek ｝　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　曽 十　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　冒　　　一　　　一　　　r 一　　十 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　一

鋤如5加c£めκ⑳襯G㎜ow ＋　　1　　一　　一 一　　　一　　1　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　1 1　　一　　一

P吻肱廊肋cεπ’σ4（Sc血rader）A舳lews ＋　　1　　1　　1 3　　　2　　　1　　　2　　　3　　　一　　　ユ　　　2　　　＋　　　2 4　　3 帥　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一

n　　　　p8πεゆ漉4Andrews 響　　十　　　十　　　十 ＋　　＋　　1　　1　　1　　1　　一　　一　　＋　　1

P㎝躍α廊πo酬β8加Schlader 一　　一　　一　　1 十　　　十　　　，　　　一　　　り　　　一　　　一　　　甲　　　冒　　　一 り　　　　　　　　　　　鱒

P㎝直㎝’qp5治　毎μホα　（Bailey）Shnonsen ＋　　1　　2

n　　　　　　　　　p7σ8颪α∬∫α　脚ba　et　Koizu血 r　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 曹　　　　　　　　　　　， ＋　　　2　　　＋　　　3　　　＋　　　鱒　　　1　　　2　　　1　　　＋ 50　　4 12　25　23
PウJoηεな　　5加∫酌む　　（Br6bおson）αeve 十　　　　一　　　一　　　一　　　十　　　　一　　　一　　　一　　　り　　　層 噂　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一

伽σσ配吻sp．A←酌吻μ伽po砂㎜励硲） 薗　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　噂 十　　　一　　　一　　1　　　一　　　一　　　一　　　一　　　騨　　　＿ 1　　一 十　　　一　　十

伽㎜吻加74SPP， 十　　　一　　十　　　一 一　　　曹　　　甲　　　一　　　十　　　葡　　　一　　　十　　　一　　　一 一　　十

π¢η廟露如3わψo溜　（Ehlenbelg）G㎜ow 一　　1 1　　一　　噸

砂αめ4なc昭oわ301ε簡　　Sheshukova 一　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　1　　　一　　　一　　　一

K醜81σ吻伽α；勘αSheshukova 1　　　一　　　り　　一　　　一　　簿　　　一　　　一　　　．　　　一 頓　　　　　　　　　　　 冒　　　　　　　　　　　　一

賜躍血吻副ε繍ぬS血eshukova 一　　　一　　十　　　一 十　　　一　　　一　　　一　　　ロ　　　ー　　　十　　　一　　　十　　　一 1　　一　　＋

賜ε姻1α5cqρσεMa皿 2　　1　　一　　一 ＋　　　　3　　　　一　　　　＿　　　＋　　　　＋　　　　一　　　　1　　　　＋　　　　噸

肱　　　　　　30」　（Eh爬nberg）K丘面ng 一　　一　　1　　一 ＋　　　一　　　2　　　1　　　2　　　－　　　1　　　＋　　　印　　　一 一　　十

醒伽σ肱伽1Zεπ8e〃Schlader ．　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　一
一　　　　一　　　　一　　　　一　　　＋　　　　3　　　　＋　　　　一　　　　一 一　　＋　　1

P卿伽副c磁（Ehrenberg）αeve 4　　5　　－　10 7　　　2　　　1　　　－　　　2　　　一　　　り　　　9　　　－　　　4 一　　十 2　　．　＋

P知吻b伽鋤霜4励鳩Emissee り　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　曹 十　　　　一　　　一　　　一　　　甲　　　一　　　甲　　　一　　　一　　　一

乃o加ε惚α’4‘α（B塊虹twe皿）Sundst6m 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　甲 響　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　 呼　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　學 1　　一　　一

丑　　　醜叩05吻（閏6s）Jor蜘etPfiddle り　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　巳 一　　一　　一　　一　　1　　一　　｝　　一　　一　　十 一　　　　　　　　　　　 り　　　　　　　　　　　ー

P5β必o漉那εア087㎜㎜　　¢ZZゆ琵cα　　Sch皿dcr 騨　　十　　　十

勘P巌o曲c醐灘7卿雇c麗　C血dstian 響　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　． 一　　一　　一　　一　　一　　一　　g　　1　　・　　脚 一　　十　　　一

勲P加π廊　5σ磁溜Ehrenberg 一　2 1　　＋　　＋

Rゐ⑳30Zβπ如　　那めcεπ∫cα　　Schmder 一　　1　　2

且　　　　　　　5リフ吻bηπな　　B亘ghtweH 2　　一　　一　　一 2　　－　　1

且　　　　　　sp、A 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 噂　　　　　　　　　　　一 十　　　1　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 曹　　　　　　　　　　　顧

Rφ醜4　㎜v∫α4b躍83　Schlader り　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　P ，　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　一 ゆ　　一　　1

8’81翫17聰　粥’cハo∫ア融5　（E㎞nberg）Hasle　ct　S㎞s 1　　2　　．　1 2　　　＋　　　＋　　　一　　　1　　　＋　　　3　　　2　　　1　　　＋ 3　　一 ”　　2　　＋

3卿加〃塑y廊　SPP、 3　　4　　5　　6 一　　　2　　　2　　　－　　　2　　　1　　　2　　　3　　　1　　　1 2　　1 購　　十　　　噸

伽如5ε’oπ8㎜　π漉3‘海δ躍ε5　（G㎜ow）H，et　M．Pelagallo 43　25　25　46 49　　54　　　65　　41、　74　　　82　　65　　59　　81　　81 25　44 56　54　49
τ　　　　　ob硲召　（G㎜ow）A曲cws り　　一　　一　　1 1　　　1　　　＋　　　2　　　一　　　．　　　ρ　　　一　　　”　　　＿ 2　　3 1　　4　　3

伽」455∫o瞬αZβρ∫卯鷹　（Gmnow）HasleetFτyxe皿 冒　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　一 o　　　　　　　　　　　 ロ 昌　　　層　　十

∫　　　　　　膨㈱η塞’eπ5む　Yanaピsawa 一　　　　　　　　　　　葡　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　胃　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一 ロ　　十 十　　　十　　　十

年　　　　　sp． 一　　　　　　　　　　　 騨　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　一 ロ　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 ● 一　　　一　　十

物毎∬め訪勘めη8趣轍αeveetGrunow 一　　印　　＋　　1 1　　1　　一　　一　　一　　一　　ρ　　一　　一　　十 十　　　一 ＋　　＋　　1

1ン∫cβπめ㎜　coπ飽coπρπ　BゴghtweH 一　　　　3　　　　1　　　　一　　　　＿　　　　＿　　　　一　　　　＿　　　　＿　　　　＿

蹄o伽5肋塑肋5α　Ki随on 4　　一　　一　　一 一　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　騨 十　　　一　　十

Totalnumberofvalvesco皿ted 100　100　100　100 100　100　100　100　100　100　100　100　100　100 100　100 100　100　100

RestingspoτeofC㎞βおocε■05 35　29　20　32 18　　17　　20　　　3　　　4　　　6　　　9　　10　　　3　　　9 13　　6 22　　8
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偲�敲癡瑩潮��潯搬�浯�牡���潯爻����攬�慢畤慮琬���潮���攻

Occurrence,十:Present.

�離�S血a直graphicsecd㎝s�⑳んayamaSeChOn�������������

�F0正matiOn���HigashibesshoFo正ma廿on������������

�Member���T㏄hiageMud5t㎝eMember������������

�Diatomz011es�ηψ��1)επ此〃oρ曲加吻Zone������������

�㍂�����������

�NcogencN耐hPac脆cD五atomBioho-izons�D40�D41�������������

�S㎜p1e皿㎜be正�ん�245�67�8�91011�1213�1415161718��192021������

�○づgi皿aIsamp1emmbe正�Noto�791�789788787786��785784783782781780779778777776774773772771����������

�P正c5eπa1ion�GGP�PP�P�PPPP�P�PP�P�P�MP�P�P����

Ab㎜d…m㏄��AAA�CC�A�ACCR�R�CC�R�C�CC�C�R����

�地直㎜･yc1卿`㎎舳£加8ε㎜侭attray)WhithgetSc㎞･d･正�3+2�十4�1�2875�3�62417�4�92�8�17�����

ノ.�加8召π∫fρ1"〃“∫WhitingetSchrade正�1+･�1+�5�1121�3�3�917�7�95�810�����

ノ.�㏄勿㎜肋■E肚enberg�十一一�一一�テ�■一一一�一�一一�i�一�一一�一�一����

ノ.�吻ε㎜(胱biss㎝)And正ews�■一･�1一�一�■一一一�一�一一�4�一�一`�■�一����

�北肋吻c免㎜^舳〃加∫(砒enbe正g)趾enberg�1+2�1一�5�十413�1�26�6�2�8�71522�����

�ノあ〃ぬμ功c"A皿d正ews�十i一�一一�一�一1一■�■�一一�一�一�`一�■�一����

�ノ畦Pεカあε〃あj(Kanaya)Si工nsetF町xel1�十1一�一�1�1�十�■一1�1�1一�一�･�十一�■�■��

ノ.�vε伽眺^{"吻(Pal1tocsek)Shns�十一一�1�■�一�十�■■一�1�一一�■�一�一■�一�■��

�αソ伽伽醐な"㎜Ya皿agisawaetAhba�一十一�1�一�1�一�一92�6�2一�2�'�･一�一�一��

c.�ゴo㎜ε閉㎜(Shcsh趾ova)W㎜ams�十3+�5�2�6�2�3+1�十�11�1�1�11�1�十��

c.�伽ω沁(She冒1111kova)A㎞baetYanagi5awa�一'.�3�■�十�一一一■�■�i一�一�一�一■�一�一���

c.�㎜あcε〃c㎜(Sc㎞adef)AkibaetY…magisawa�2�1�2�一�一�一�2�2一一�1�十1�1�`�■一�一�一

�C榊oぬ･㎜sp.(concave)�十�1�2�2�一�十�十�213�十�211�3�3�一3�･�1

�Cωc加odあc㎜1ε〃あ加〃卿G正e切皿e�1�'�十�十�一�一�一�一十一�一�■■�■�一�■一�■�一

c.�閉〃g加腕Ehenbe正g�･�十�■�■�一�一�1�一一一�■�一一�1�一�一2�■�1

C.�μφ7"伽E㎞enbe正g�十十一�一一�'�一一2一�一�一一�一�･�i一�一�･����

�肋刎ω加物1Temp61eetB㎜�■一一�■■�■�一.十一�一�'･�一�■�■一�･�一����

�ηε如〃〃εあ㎜わc`加co(Sc㎞ader)Andrews�一22�1一�一�一一1+�1�1■�一�一�一十�■�一����

1).�μ〃ε物此"And正ews�一32�21�■�一一■一�十�■`�一�■�1一�･�■����

�1)ε〃此〃o岬あた加伽w伽YmagisawaetAkiba�一･i�一一�一�1110�2017�75�8�17333520��2�����

D.�1"吻(Ba1ey)Simnsen�一�2141623�28323628�16�6�46�1�19�9�910�7����

D.�〃αε1口吻AkibaetKoi皿mi�354210�1113�一�一一一十�i�一一�一�一�一一�■�一����

�G辻d1evicwofn1"吻g㎝p�一一5�913�1813�914�913�87�611�410�9�4�����

�肋c"閉p加sp･A(=Hε㎜加凹1㎜ρo少㎜oワ〃㎜)�一十1�一1�I�一一12�十�･1�一�一�一一�1�1����

�Go〃o肋εc肋㎜oあ刎ε1加Ehエenberg�'.1�■一�一�.1一一�十�十一�一�一�一･�■�■����

�研α刎刎肋p伽r"spP.�一一一�■1�■�一一i一�一�一十�十�i�十一�一�一����

�助"1o砺5c凹∫oあ∫o1ε伽Sheshukov団�■一i�十一�一�一一十一�一�･･�`�■�一一�一�一����

�焔むoε1帥加11"c"ガ〃"Sheshukova�一一I�■一�一�一一2一�一�一一�.�1�一■�一�一����

�〃〃加r加㎜昭閉"Ymagisawa�■一一�一1�十�十十十一�1�I1�一�■�一一�十�'����

〃:.�Ψ1ε〃肋Sheshukova�1+一�2+�十�十一1一�十�･十�1�十�1+�十�2����

�〃ε1o∫か“copωM㎜n�一■■�■一�一�一一一.�■�1■�1�■�十一�一�1����

�｣､倣z∫c乃加c〃"11επ8εカSchradel=�112�1+�十�11一十�一�十4�十�2�1一�十�一����

〃�ぱ.8剛㎜wガHas1c�一I■�一一�一�一一一1�■�一2�1�1�'i�I�一����

〃�cf.加倣opo伽"Sc㎞ade正�一一一�一一�■�一一■一�一�一一�一�1�十一�■�一����

�｣R"rα1加㎜1c"勿(Ehrenbel=g)Cユeve�1+2�一■�一�一3+一�5�4一�4�一�十一�.�■����

�丹oあωc加加蛇"∫肋倶aj6富)Jo正da■et肘dd1e�1一十�一■�十�一■一`�1�一�十�一�1�一.�一�一���

�1『∫ε〃od加昭708r"〃!〃吻ε〃を允c"Schrade1=�十11�12�.�一十十2�十�1�十�十�4�十十�十�1���

�肋p乃o〃eあ∫c"1"rゐEhre11be正g�一一1�一一�十�一一i■�■�■�十�1�1�一1�2�2���

�1肋i20∫o1ε〃加閉三〇cεπた"Schradel=�■一･�1一�一�一十11�一�1�1�2�一�21�1�2���

R�sp.A�一一一�十一�一�一一一1�1�一■�一�一�■一�一�･����

�1…0嚇加〃"vた"10〃ε5Schl=adef�一31�一1�2�6+一1�■�一一�一�一�}一�1�■����

�醐1"ガ㎜"㎜jcro〃㎞㊤虹enbe正g)Has1eetSims�12+�11�十�十1+･�1�.1一�一�1�一一�一�1����

�∫ゆ伽"o〃曲spP一�1-1�21�.�12+一�1�1一�1�2�31�2�5����

�I∫カc'odあc㎜わ■雌o加加〃姻C吐evi1ユe�一一一�一'�i�■一'.�一�一1�一�十�■一�･�1����

�肋1ω∫1o胴閉州腕c〃肋3(Gmow)H.etM.Perag汕o�50�34494134�27382717�282949���1919141621��1721������

z�○ゐ肋"(Gmow)And正ews�11一�十1�6�十一一一�`�･I�一�一�一一�一�一����

�肋1伽∫jωか"吐g㎜用ow抗AkibaetY汕agisawa�一■1�一一�■�一'■一�一�十一�一�■�1一�1�■����

z�d.1αc㎜`沁Has1e�一一一�一■�■�一一■i�一�十一�一�■�一一�一�一����

1:�1ερ勿p閉(Gmmw)Has1cetF町xe皿�十一一�■一�十�一■■一�一�■一�一�■�一･�1�■����

τ�㎜㎞㎜吻f舳あY如agisawa�一11�一一�･�一一一1�一�十`�`�一�一一�一�一����

z�sp･A(c㎝vex)�一2一�一1�■�十一一一�一�十一�一�一�一一�一�1����

�刀〃伽曲肋曲あ㎎あ∫加σαeveetGmmw�一十i�一十�■�十一1一�十�一十�十�i�･■�十�十����

�肋c加曲"Ψ加o∫"Ki伽n�十一一�一一�一�一一20�10�73�3�10�32�5�一����

�Tota1mmbe正ofva1vescomted�100�100100100100���1001001q0100100100100100100100100100100ユOO����������
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付表第4表　新山セクションにおける珪藻産出表．

Appendix　table4　0ccurrence　chat　of　diatom　species　in　the　Arayama　stratigraphic　section．

Preservation，G：good，M：moderate，P：poor；Abundance，A：abudant，C：common，R：rarel
Occurrence，十：present．

⑭ Arayamasec廿on窃　　S廿aUgraphicsec廿ons

　　Formation EigashibesshoFo皿ahon

Member TochiageMudstoneMember

Diatomzo且es D〃 Dε雁c潔勿8削α吻Zone

3B （NPD4A）

Neogenc　N例th　Pac出cDiatom　Biohorizons D40　　　　　　　D41

Sample且umber　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慮 2 4　5　6　7 8　　　9　　10　　11　　12　　13　　14　　15　　16　　17　　18　　19　　20　　21

Orig血al　sample　numbc－　　　　　　　　　　　　　　　Noto 791 789788787786 785　784783　782　781　780779　778777776774773　772771
Prcservation G G　　P　P　P P　P　P　P　P　P　P　P　P　P　M　P　P　P
Abundan㏄ A A　A　　C　C A　A　C　C　　R　R　C　C　R　C　C　C　C　R
∠〔c鉱πo【ッcZ麗　　∫π8επ5　五　∫π8ε燗　　（Rattray）冊ithlg　et　Schrader 3 ＋　2　＋　4 1　　2　　8　　7　　　5　　　3　　6　　24　　17　　4　　9　　2　　　8　　17

！L　　　　　　　　　訪8εηε　£pZ4π召5　V％iting　et　Schrader 1 ＋　　・　1　＋ 5　　　1　　　1　　　2　　　1　　　3　　　3　　　9　　17　　　7　　　9　　　5　　　8　　10

！重・　　　　　　　　　oσ孟oπσ7∫μ5Ehτenberg 十 r　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一 『　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　層　　　　　　　一　　　　　　　騨　　　　　　　－　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

1L　　　　　　　　　陀泥er砺　　（Br6bisson）A皿d－ews 一 一　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　4　　一　　一　　鴨　　一　　一

∠4c〆πop凌ych硲5επσ7∫μ5　（Ehrenbcrg）Ehlenberg 1 ＋　2　1　一 5　　　＋　　　4　　　1　　　3　　　1　　　2　　　6　　　6　　　2　　　8　　　7　　15　　22

孟4碑磨μc旗σAndrews 十 韓　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一

吻ε露的　επ吻∫　（Kanaya）S血s　ct　F写xe且 十 1　　一　一　1 1　　十　　一　　一　　＿　　1　　1　　一　　一　　一　　十　　　一　　一　　一

！壬　　　　　vε鱒む5εη諺σ　　（Pantocsck）Shns 十 一　　十　　一　　一　　一　　1　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

C4v∫砿傭飢’8μ麗Ya皿agisawa　et　Akiba 口 ＋　　一　1　　一 1　　　一　　　一　　9　　　2　　　6　　　2　　　－　　2　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

C　　　／o㍑απ硲（Shcshukova）W狂hams 十 3　＋　5　2 6　　　2　　　3　　　＋　　　1　　＋　　　1　　　1　　　1　　　1　　　1　　　1　　　1　　　÷

C　　　　伽θσ心　（Sheshukova）Akiba　et　Yanagisawa 一 一　一　3　　一 十　　　一　　　一　　　一　　　騨　　　甲　　　・　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

C　　　　加6cεπ∫c醐　（Schrader）Akiba　et　Yanagisawa 2 1　2　一　一 一　　2　　　2　　　一　　　一　　1　　＋　　　1　　　1　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

Cε5∫・而㈱sp。（concave） 十 1　2　2　　一 ＋　　　＋　　　2　　　1　　　3　　　＋　　　2　　11　　　3　　　3　　　－　　3　　　－　　　1

Co3cjπ04なc鋸　Zε膨な血π認　Grcv皿e 1 一　　十　　十　　一 一　　　一　　　一　　　十　　　　一　　　噂　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

C　　　　　　　　　　〃1α■8まπα鱒　Ehrenberg 陣 十　　一　　一　　一 一　　1　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　1　　　一　　　一　　2　　　－　　1

C　　　　　　　Pεη晦1α傭Ehrenbeτ9 十 十　　一　　一　　一 一　　一　　一　　2　　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

α7π⑳05’■σ4め弊　Tc皿P6re　et　Bnm 一 一　　　一　　　｝　　　十　　　　一　　　一　　　一　　　尊　　　一　　　一　　　一　　　一　　　噌　　　一

Dεψん∫πεなM加cεη∫c召　（Schrader）Andrews 一 2　2　1　一 一　　一　　一　　1　　十　　1　　一　　一　　一　　一　　一　　十　　　一　　一

D．　　　　Pεπε1ゆ∫∫c4Andrews 璽 3　2　2　1 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　十　　　一　　　噂　　　鴨　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

Pε雁cμ10脚なjcん勘wσεYanagisawa　et　Akiba 一 ｝　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　響 一　　1　　　1　　10　　20　　17　　　7　　　5　　　8　　17　　33　　35　　20　　　2

D．　　　　　　　　　Zσμ砿　（Ba且ey）S血onsen
一 2　14　16　23 28　　32　　36　　28　　16　　　6　　　4　　　6　　　1　　19　　　9　　　9　　10　　　7

1》。　　　　　　　　　prαε1α撹舩　蜘ba　et　Koizumi 35 42　10　11　13 一　　　一　　　一　　　一　　　十　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　輔　　　一　　　一

GkdleviewofnZσ蜘group 層 一　5　9　13 18　　13　　　9　　14　　　9　　13　　　8　　　7　　　6　　11　　　4　　10　　　9　　　4

励cσ㎎加　sp。A（＝∬εη1如召1硲po砂泌oワん粥） 一 ＋　1　－　1 一　　　一　　　一　　1　　　2　　　＋　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　1　　　1

θoπ∫o∫んεσ∫麗η冨040π‘ε1地　Ehrcnberg
幽 躰　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　十　　　十　　　一　　　一　　　一　　　一　　　甲　　　一　　　一

ασ〃1初σ吻加7σSPP・ 一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　十　　　十　　　一　　　÷　　　一　　　一　　　一

助4Zo4f5cμεoわ301ε砺　　Sheshukova 一 一　　騨　　十　　一 一　　　一　　　一　　　十　　　　一　　　一　　　一　　　噂　　　鴨　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

K訟5ε1εv2ε1Zσcσ7εηα　Sheshukova 一 ＿　　一　　一　　2　　　一　　一　　一　　一　　一　　1　　　一　　一　　一　　一

福84如パα㎜8σπσYanagisawa 騨 一　一　一　1 十　　　十　　　十　　　十　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　十　　　一

ハ｛。　　　　　傷ワ1επ4蜘　Sheshukova 1 ＋　　一　2　　＋ ＋　　＋　　　一　　1　　　一　　＋　　　一　　＋　　　1　　＋　　　1　　＋　　＋　　　2

漉Zo5肱5cqρ05Mann 一 一　　一　　＿　　＿　　＿　　一　　＿　　＿　　1　　一　　十　　　一　　一　　1

ハ配蕗3ch∫σ　c乃σ1Zεη8ε雇　Schrader 1 1　2　1　＋ ＋　　　1　　　1　　　一　　　＋　　　一　　＋　　　4　　　＋　　　2　　　1　　　一　　＋　　　一

亙。　C£。8r彫㎜w鉱Haslc 一
一　　　一　　　一　　　一　　　1　　　一　　　一　　2　　　1　　　1　　　一　　　一　　　一　　　一

ハ匹　　　d［。　んε陀rqρoZ2cσSchrader 一 一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　畢　　　鱒　　　一　　　十　　　一　　　閣　　　一

Pσzσ1毎s麗Zcσ砿（Ehエenberg）αeve 1 ＋　2　　一　一 一　　　一　　　3　　　＋　　　　一　　　5　　　4　　　－　　　4　　　一　　　＋　　　一　　　一　　　一

P70Z》05c毎　　’κf8脚5動σ　（HI虹6s）Jordan　ct　Priddle 1 一　　・ト　　ー　　一 十　　一　　一　　一　　肉　　1　　一　　十　　一　　1　　一　　鱒　　一　　一

P3ε厩04菰〃彦¢zo8r4〃露〃14　εZ1塗∫∫σσ　Schrader 十 1　1　1　2 一　　　一　　＋　　　＋　　　2　　　＋　　　1　　＋　　　＋　　　4　　　十　　　十　　　＋　　　1

Rんσp肋πε∫5　5σσZαrなEhrenberg 『 一　1　　一　一 ＋　　　一　　一　　一　　　一　　一　　一　　＋　　　1　　　一　　一　　1　　2　　2

Rん伽50Zεπ初　〃1如cθπ∫cσ　　Schrader
一 一　　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　層

一　　　一　　＋　　　1　　　1　　　－　　1　　　1　　　2　　　－　　2　　　1　　　1　　　2

R　　　　　　sp。A 一 一　　一　　十　　一 一　　一　　一　　一　　1　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　曽

Ro凝毎　泥の∫cμZo湿ε5　Schrader 一 3　1　－　1 2　　　6　　　＋　　　一　　　1　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　ひ　　　一　　　1　　　一

S∫ε1Z4rま〃1σ〃；∫c70∫r伽　（Ehrenberg）Hasle　et　Sims 1 2　十　　1　1 十　　十　　1　　十　　　鵯　　1　　．1　　一　　一　　1　　一　　一　　一　　1

3吻hσηOPツ廊SPP． 1 。　1　2　1 一　　　1　　　2　　　＋　　　　一　　　1　　　1　　　－　　　1　　　2　　　3　　　1　　　2　　　5

3∫∫σホ04なC硲窺’置‘0πたZπ粥　　CヒeviH．e
， ．　　一　　一　　一　　　一　　一　　一　　1　　　一　　十　　　一　　一　　噂　　一

皿41σs5εoπε配σπ’伽c肋躍ε3（Gmow）1｛。et　M　Peragallo 50 34　49　41　34 27　　38　　27　　17　　28　　29　　49　　19　　19　　14　　16　　21　　17　　21

工　　　　　　　ob砺4　（Gmnow）Andrews 1 1　　一　＋　　1 6　　　＋　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

飾z1側5∫05動4dl．8π餌owfεAkiba　et　Ya且agisawa 一 ＿　　一　　一　　＿　　＿　　一　　十　　　一　　一　　一　　1　　。　　一　　一

宏　　　　　　cf．Zσc麗‘7なHasle 一 一　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　囎　　　一　　　十　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　噂

丁　　　　　　　聖ρ如p硲（Grunow）Hasle　et　Fryxc皿 十 騨　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一 十　　　　一　　　r　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　鴨　　　響　　　一

丁　　　　　　　解伽πση3∫ε燗む　Yanagisawa 噛 1　1　　一　一 一　　鱒　　一　　一　　1　　一　　十　　　一　　卿　　一　　一　　一　　一　　一

T　　　　sp。A（convex） 一 2　　一　一　1 一　　　十　　　一　　　一　　　一　　　一　　　十　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

物Z僻5加距配oπ8な52〃昭ClcvcctGrunow 一 十　　瞭　　一　　十 一　　十　　一　　1　　　一　　十　　　一　　十　　十　　　噂　　噂　　一　　十　　十

野0σ加5’■α吻π0舐照盤on 十 一　　一　　一　　2　　　3　　10　　7　　3　　3　　10　　3　　2　　5　　　一

Total　number　of　valves　counted 100 100100100100 100100100100　100100100100100100100100100100
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富山県八尾地域の下部一中部中新統の珪藻化石層序(柳沢)

付表第5表大瀬谷｡和田川および市谷セクションにおける珪藻産出表.
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Preservation,G:gooφM:moderate,P:poor;AbmdancらA:abudant,C:commo叫R:rare;Occurrencら十:present

鱈轡離鷲絆伽Mc㎜bcr�⑧�0s6曲㎞SeoOon�⑧W副d昭ヨwヨS厘｡h㎝�IChi������������������������

Hi騨曲ib㎜hoFom汕㎝����������������������������

T.s.S㎞o伽1iSst.�A蘭t㎜iMudstoI13M8皿bcr�Mit丑iliMudstoIleMe皿bcr��������������������������

Di副tomzo皿闘�ル械㎝伽曲加物Z㎝6���������������������������

岬D4A)����������������������������

Ncog6皿eNo刑1Pac脆｡Di丑tomBi0110曲011s�D41.5D42�D43��������������������������

S㎜plemmbcr�0s�2356789�1011�1214151617181920�Wd1�23�456789�Ic1��������������������

0dgi制嗣mp16n㎜bcr�Noto�674673671670669668667�666665�664662661660659658657656�6786η676�679680681682683684�1142���������������������

P欄Cπ杣On�PPPPMMG�PP�PPPMPPPP�PPP�PPPPPP�����������������������

Ab1111d㎜ce�P���������������������������
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ノぴ肋oηc肱加8επ5f加8επ}(R副t血日y)W11itillgctSch正adcr�37223225+24�176�59+710364�5310�129101046�22����������������������

λ�加8ε㎜且"04㎜(B訓d剛1り､Vhib1lgetSchrod61=�･�'�一�一�■�一�一�寺�十�■�一�十�一�十�十�十�1�一�十�■�一十十2�一�十�'���

λ�励8ε㎜fρ加"㎜､VhitiIlgetSch㎜dcr�41232�8�1�4�13�9�124969764�21410�10�8�73�45�3��������������

ノ.�0C伽〃㎞E㎞㎝bCrg�■�一�一�一�一�十�一�一�･�1�十�･�'�1�一�■�一�.�一�■�■�一�一�■�`��

■4o由“0pウ`=κ㎜∫επorε㎜(Ehrc111〕erg)Ehrellbc1=g�644114+2�54�104733681�1�2�7�43�1�3�22�2�����������������

■㎜ε1㎜co肋閉一c㎜Tcmp鵬�一�'�一�■�一�■�一�.�一�一�一�■�一�一�■�･�一�一�■�.�十�■�一�`�一�`�一�

ノ必C0∫`三rO卯.�■�■�2�■�一�一�'�1�■�十�■�･�■�一�十�一�･�1�一�`�一�一�■�一�一�2�.�

勿ε'肋2"do'(Kan田y副)Sims6tFIyxc11�541�一�一�十�■�■�十�■�･�■�一�1�十�一�一�･�十�工�.�■�1�一�1�1����

■.�w榊鮎㎜⑮㎜to㈱k)Si皿�十�■�十�■�一�十�十�■�一�'�■�一�■�■�十�一�一�一�十�十�十�一�一�一�'�■�■

C〃吻伽αを"㎜Y㎜ヨgi醐wactAkib副�■�一�1�一2�一�■�1�十�■�1�十�1�一�一十2�53�■�･�1�2�1�2+�1������

c�jo㎜舳洲(Sh鮎肚o柵)W皿脆皿s�12++++2�22�1�一8+3233�1�3�1�十15+++�3������������������

c�〃祀c`o加伽A㎞actH㎞m弥u�■�一�■�■�`�■�■�20n�82156n1187�1033�13+222�1���������������

c�伽ω{(Slle曲肚o柵)A㎞“tY㎜ogi固w副�一�1�一�一�一�■�一�一�■�■�1�'�一�■�一�'�■�一�■�■�.�十�･�■�■�一�一

c�閉あcεがc㎜(Sch固d3r)Akib刮ctY≡m副貞蘭wヨ�.�■�一�■�■�■�一�'�■�■�･�一�.�■�一�■�■�■�■�一�'�3�1�1�1�一�.

C耐o必o㎜印.(co皿c副ve)�一�一�一�･�1�十�十�十�1�1�一2+�1+42�2�1�･�3�･�1634�■���������

Co㏄o珊ぬco物閉肋G㎜ow�■�一�一�■�一�一�十�■�一�'�一�･�■�一�･�一�一�一�`�一�一�■�一�`�■�一��

Cω吻0倣C㎜如W肘O"㎜吐eVi皿C�一�1�8�1�十�1�一�■�十�十�一�一�一�十�一�1�1�2�1�■�1�十�一�･�1�一�1�

c�㎜一rg加o伽E㎞e血bcrg�23�1�十�十�十�十�.32�1�2�一十23+�一�1�一�1�5�3�2�1�■�2�8������

c�μ吻r"伽E㎞㎝berg�一�■�十�十�一�十�十�■�一�一�1�`�･�■�一�■�■�■�■�･�■�十�2�1�十�十�･

η吻脇挑伽卿吻G㎜t㏄Sek)㎞血eWS�`�■�一�一�一�十�'�一�■�一�■�一�十�■�十�十�十�■�一�十�十�1�■�十�十�十�■�

り.�㎜〃cε閉c"(Sc㎞lder)A皿血cws�一�'�1�1�1�一�■�･�十�■�1�十�十�1�■�十�十�･�1�2�十�一�十�十�1�一�一
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ル榊c泌㎜榊晦c"Sch祀der�一�一�一�一�'�■�一�'�■�一�一�■�■�■�一�一�十�■�一�■�一�一�.�■�･�'�一�

ηε械㎝あp嚇皇o〃肋w舵Y3110gi冊w田ctAki1〕2�2+�1�7184333�1�1�56541558�644�4+551216�一�������������������

1).�あ吻脚皿6y)Sim㎝sc皿�1�十�22�1214�1�1�33524121�1�1�･�1+2321�十���������������

1).�o㎞一〇εYm田gi醐wactAbb副�一�■�一�一�■�一�一�■�一�5723+1111�2+1�■�一�■�■�一�■�■���������

1〕.�"o地吻A固bactKoi三㎜皿i�■�一�一�■�一�一�■�■�･�■�一�･�■�一�■�一�1�一�一�■�一�･�一�■�■�一�一

G止dlevicwofn伽吻gm叩�11283146�十2�541+3412�3�3+�3+�3�8�6�1�･�����������������

1:ゆあ"εあ㎜免版{(Brξ1〕i艶011)C1cvc�一�一�一�一�■�■�一�･�■�一�･�■�･�一�十�1�一�1�■�1�一�一�'�1�･�■��

瓦㎜`㎜肋理.A�■�一�･�一�一�一�十�■�一�一�･�十�■�1�一�十�一�十�1�`�一�一�■�I�十�一�■�

1坤zlo4岬c㎜ob“o如鮎Sheshukov田�一�十�十�一�･�'�■�一�一�一�一�･�一�一�一�1�■�一�.�十�1�`�1�一�十�1�1�

伽あ醐伽淋㊤m皿)AHba�一�一�一�一�一�■�■�一�･�`�一�一�一�一�4�■�一�一�■�一�一�一�■�一�十�■��
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〃ε伽池㎜8"冊"Y㎜昭i醐w副�一十十3�■�十�■�■�一�･�■�■�一�一�一�一�･�一�一�一�一�一�■�一�･�■�一����

〃.�Ψ如〃肋Sh闘hukov田�十�･�一3+++�十�1�十�十�十�･�十�十�十�一�･�一�■�1�■�十�一�一�.�■����

〃ε1ω〃"o1(趾enbcrg)K耐z皿g�`�･�十�十�十�十�十�一�一�一�一�･�一�一�■�十�'�一�十�一�十�■�十�1�■�■�2�

〃伽o肋伽此祀gεカSch胴d6r�･�一�一�■�21�4�■�十�･�■�1�1�1�■�■�1�一�十�'�■�.�■�･�.�一�一��

P〃'肋MC吻⑫㎞㎝ちerg)α6Ve�27910+++�一�1�1�十�1�1�1�1�1�一�.�十�6�1�3�十45+�4����������

ル“酌肋ケ伽邊肥C肋勿Emi甑Ce�一�■�1�■�一�■�･�■�十�一�■�一�十�一�一�一�.�一�一�一�■�一�.�■�一�一�一�

片0bOooあoあ勿(B正ig111wc11)S皿ndst6m�一�■�･�一�一�･�一�■�一�一�･�一�一�■�一�■�1�'�■�一�･�一�一�■�一�一�一�

P�刎卯ω吻陣]os)』o祠㎜cth1dd18�■�1�■�一�一�一�十�2+�■�1�一十十十2+�一�十�1�十�十�十�一�一�一�一������

1否`…〃o∂㎞εro8^晒π㎜ε1物κc"Soh㎜dcr�一�一�■�■�･�十�十�十�十�2�1�十�十�1�■�十�■�十�1�■�十�一�十�一�･�1�一�

Hε刷伽o"肋"〃oG㎞ow�･�■�■�･�一�一�一�一�一�一�`�■�･�'�■�一�■�･�一�■�一�■�■�一�一�一�'�

ルρ胴o"あα甘"吻η加〃虻㎜C肚i出;m�1�■�一�■�一�一�一�■�一�一�一�･�■�1�■�■�1�1�■�十�■�■�1�■�一�･�■�

R伽助0πぬ叫�･�一�■�1�十�一�十�一�一�一�■�一�一�■�十�一�■�`�一�■�1�一�1�.�一�■�■�

R伽o1επ吻㎜吻o閉一〇〇Sch耐dcr�.�■�■�一�'�一�一�.�一�一�十�一�一�■�一�一�■�`�■�1�.�1�一�一�一�■�■�

児�吻肋㎜加脱ghlwc11�一�1�■�一�一�十�2�1�一�■�一�■�1�■�一�1�■�.�'�■�一�■�■�1�一�■�･

Ro㎜加冊〃虻〃o〃ωSd1固de正�'�■�･�■�■�`�1�■�一�一�■�一�■�一�■�1�一�一�1�`�■�一�■�一�'�一�･�

S蛇1㎞`π吻π一比r0肋o(I巨hl=cIlberg)H渕cctSims�十�十�■�一�1�十�十�十�1�1�一�十�一�一�■�十�■�1�十�一�一�'�1�2�■�十�一�

∫吻伽㎜go肋伽㎜㎜砒K㎜五yo�`�一�一�■�■�一�十�■�一�十�■�･�一�一�■�一�一�■�十�■�■�一�'�十�十�■�一�

∫ゆ加㎜〃㎜甲P�1�5�1�3�1�1�十�62�十�7�一21+21�一53�3�一3224�9�������������

肋〃o曲㎜㎜一初吻cゐめ肋∫(Gmmw)H.ctM.Pe㎜g汕o�363531235735閉�2757�4045446045434256�574851�466351425150�40����������������������

凧"あ耐oo伽吻吻㎜o㎜`ε㎜恋Y㎜agi嗣w副�一�'�一�一�十�一�十�'�■�十�1�十�1�1�1�1�1�十�一�十�十�一�'�一�･�'�1�

ηめ㎞o1o肋r虹わ"9{∫㎞"αcv66tG皿皿ow�工�十�十�一�十�■�十�1�'�一�一�■�一�十�十�1�十�十�･�■�一�1�十�一�1�.�十�

胴o舳κ㎜lco〃εco㎜閉Bdghtwcl1�一�.�一�'�■�一�･�■�■�･�■�一�'�2�一�■�･�'�一�一�`�一�･�一�･�`�■�

肋肋oo伽功㎜E螂㎜tt㎝�■�一�一�■�1�十�十�■�一�十�1�十�十�十�1�十�1�十�5�1�2++�一�一�2�一���
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富山県八尾地域の下部一中部中新統の珪藻化石層序（柳沢）

付表第5表　大瀬谷・和田川および市谷セクションにおける珪藻産出表．

Appendix　table50ccurrence　chat　of　diatom　species　in　the　Osedani，Wada　River　and　Ichitani　stratigraphic　section．

Preservation，G：good，M：moderate，P：poorl　Abundance，A：abudant，C：common，R：rarel　Occurrence，十：present．

⑬　　Oso面is㏄恒on ＠WadagawaS㏄ほon Ichi

趣纏㈱講絆轍 HigashibesshoFo皿甜on

Member T。s，ShiotaniSst． AsataniMudstoncMc皿ber MitaniMudstoneMember

Diato皿zoncs De擁㎝勿諮伽如Zone
（NPD4A）

Neogene　No曲Pacific　Diatom　Biohorizons
D41．5　D42 D43

Sample皿umber　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Os 2　3　5　6　7　8　9 10　11 12　14　15　16　17　18　19　20 Wd1　2　3 4　5　6　7　8　9 Ic1

Ori厘nal　sa皿ple　number　　　　　　　　　　　　　　　　Noto 674673671670669668667 666665 664662661　660659　658657656 678677676 679680681682683684 1142

Prese【vation P　P　P　P　M　M　G P　P P　P　P　M　　P　P　P　P P　P　P P　P　P　P　P　P P
Abundan㏄ R　R　R　R　C　A　A R　R R　R　R　C　R　C　R　R R　R　R R　R　R　R　R　C R
！fσ∫伽【ツ〔：伽　々霧8εηs　f」加8e船　　（Rat紅ay）V阿廿ng　et　Schmdcr 37　22　32　25　＋　2　4 17　6 5　9　＋　7　10　3　6　4 5　3　10 12　9　10　10　4　6 22
ん　　　　　　　　　功8ε溜　　f．π04硲　　（B飢dau茸）「陥孟雌ng　et　Schrader ÷　　十 一　一　＋　　一　＋　＋　＋　1 一　　十　　一 一　＋　＋　2　　一　＋ 曽

1壬　　　　　　　　翻8ε凋霊　fL　p如〃粥　V而i亘ng　et　Schmdcr 4　12　3　2　8　1　4 13　9 12　4　9　6　9　7　6　4 2　14　10 10　8　7　3　4　5 3
∠L　　　　　　o‘函oπα7嬬Ehrenbcrg 一　　一　　一　　一　　甲　　一　　十 一　1　＋　　・　一　一　1　一 曽

11c露ηopり，cぬ醐εεπ召π粥　（Ehrenbe【g）Ehrcnberg 6　4　4　11　4　＋　2 5　4 10　4　7　3　3　6　8　1 1　2　7 4　3　1　3　2　2 2
イππε傭c吻b7雇σ耶Tcmpεre 一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　辱　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一 十　　一　　曹　　価　　一　　臼 一

イ吻co5e加SPP， 一　一　2　　一　一　一　一 1　　一 ÷　　一　　甲　　一　　一　　十　　一　　甲 1　　一　　一 一　一　一　一　一　2 葡

吻8∫吻　8π面’（畑aya）Sims　et　F1叩【elI 5　4　1　一　一　一　＋ ＋　　一　一　一　一　1　＋　　一 一　　榊　　十 1　　一　一　1　　－　1 1
1鑑　　　　　v8帆な魔η昭　（Pantocsok）Sim6 十　　一　　十　　一　　一　　十　　十 贈　　一　　一　　一　　甲　　十　　一　　騨 一　　十　　十 十　　一　　一　　一　　一　　一 一

Cαv吻加飢」8μ粥Yanagisawa　etAkiba 一　一　1　－　2　　一　一 1　＋ 一　1　＋　1　一　一　＋　2 5　3　一 一　1　2　1　2　＋ 1
C　　　jo碍εππ粥（Sheshukova）Wmiams 1　2　＋　＋　＋　＋　2 2　2 1　－　8　＋　3　2　3　3 1　3　1 ＋　1　5　＋　＋　＋ 3
C　　　　政πcεo如騰Akba　et　H血皿aおu 20　11 8　2　15　6　11　11　8　7 10　3　3 1　3　＋　2　2　2 1
C　　　　伽α冨吻（Sheshukova）Akiba　et　Yanagisawa 一　1　　一　一　一　一　一 一　　　　　　　　騨　　　　　　　　曹　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　甲 曹　　十　　一　　一　　一　　一 一

C　　　　摺めcε漉c粥（Schmder）Aldba　et　Yanagisawa 一　3　1　1　1　一 層

C鰯o傭備sp．（concave） 一　一　一　　一　1　＋　＋ ＋　　1 1　－　2　＋　1　＋　4　2 2　1　一 3　　－　1　6　3　4 冒

Goσσoπ傭α吻b副c4Gr㎜ow 一　　一　　一　　一　　一　　一　　十 椿　　　　　　　　　一　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　一　　　　　　　　　陶　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一
一

Cαr伽o薦c醐伽肋η醐GreviHe 一　1　8　1　＋　1　一 一　　十 ＋　　一　一　一　＋　　一　1　1 2　1　一 1　＋　　一　一　1　　一 1
C　　　　　　　　濯σ78加σ傭Ehrcnbcrg 2　3　1　＋　＋　＋　＋ ．3　2 1　2　一　＋　2　3　＋　一 1　　－　1 5　3　2　1　－　2 8
C　　　　　pεがb7α鮒Ehrenberg 一　　一　　十　　十　　一　　十　　十 一　1　　一　一　　一　一　　一　一 一　＋　2　1　＋　＋ 胃

P吻漁εなα鳳9姻σ如（P㎝tocsek）An血ews 曹　　一　　一　　一　　一　　十　　一 一　　一　　一　　÷　　一　　十　　十　　十 一　　一　　十 十　　1　　一　＋　　＋　＋ 一

D．　　　　粥めcεπまσ¢（Schradcr）Andrcws 一　一　1　1　1　　一　一 ，　　十 一　1　＋　÷　1　一　＋　＋ 一　1　2 ＋　　一　＋　＋　　1　　一 一

n　　　pεπεゆ伽Andrews 甲　　十 一　一　一　2　一　＋　一　＋ 一　2　＋ ＋　・ト　1　　一　＋　　一 1
Dε瞬cぬπo解ε8εoσSchfader 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　十 囎

Pε擁㎝め脚な’σ海㎞αe　Yanagisawa　ct　Aldba 2　＋　1　7　18　43　33 1　1 5　6　5　4　1　5　5　8 6　4　4 4　＋　5　5　12　16 甲

n　　　　　如惚（Baney）Simonsen 1　＋　2　2　1　2　14 1　1 3　3　5　2　4　1　2　1 1　1　　一 1　＋　2　3　2　1 十

D，　　　　　o㎞oJ　Y㎜agisawa　et　Aldba 5　7　2　3　＋　11　1　1 2　＋　1 一

1λ　　　　　　　　　P■αe毎耶∫α　魍ba　ot　Koizu∬皿 一　一　一　一　　一　一　　一　1 一

G丘dleviewofn毎膨group 1　1　2　8　3　14　6 ＋　2 5　4　1　＋　3　4　1　2 3　3　＋ 3　＋　3　8　6　1 口

P砂めπ爾躍雌（Br6bisson）Clcvo 一　一　一　一　一　一　＋　　1 一　一　一　一　1　　一 一

励c㎜鈎＄P，A 一　　一　　曽　　一　　一　　一　　十 囎　　一　　十　　一　　，　　一　　十　　一 十　　r　　一 一　　一　　一　　一　　十　　一 一

正ウα颪04なα器ob50畠鮒　　Sheshukova 一　　十　　十　　一　　羅　　一　　一 讐　　　　　　　　　一　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　，　　　　　　　　　一 r　　ロ　　十 1　　－　1　　一　＋　　1 1
伽伽伽鷹（Bnm）A】dba 一　一　一　一　一　一　4　　一 一　　一　　一　　一　　一　　十 一

廊3ε‘εv詑砺σσ7∫昭Shcshukova 一　1　　・　十　　一　　一　十 十　　曽 一　　　　　　　　甲　　　　　　　　曹　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　甲　　　　　　　　一　　　　　　　　一 ＋　　一　一　1　　一　一 一

耽伽吻脚8σ舩Yanagisawa 一　＋　＋　3　　一　＋　　一 甲　　　　　　　　　一　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一 9

砿　　　Ψた履泌Sh闘hukova ＋　　鱒　一　3　＋　＋　＋ ＋　1 十　　十　　十　　一　・卜　十　　・ト　　ー 1　　一　＋　　一　一　　一 一

耽颪03’凹50」（E㎞enbe19）K廿tzing 。　　卿　　十　　÷　　・卜　　十　　十 一　　一　　曹　　一　　”　　一　　十　　曹 一　　・ト　　ー ＋　　一　＋　　1　　一　　一 2
躍伽c伽伽1勧8εア∫Schmder 一　一　一　一　2　1　4 一　　十 一　一　1　1　1　一　一　1 一　　十　　。 樽

君σ副4認c4砿（Ehr帥e19）Cleve 2　7　9　10　＋　＋　＋ 一　1 1　＋　1　1　1　1　1　一 一　＋　6 1　3　＋　4　5　＋ 4
勘切b肱励7召雁c肋砿Emissce 一　　一　1　　一　一　　一　一 一　　十 甲　　一　　一　　牽　　一　　一　　一　　幡 騨

p粕bo3σ勿σ血如（Br五ghtwell）Sundst6皿 一　一　一　一　一　一　一　1 一

R　　　赫叩o惚（聞6s）JordanetPriddlβ 一　1　　一　　一　一　　一　÷ 2　＋ 一　1　一　＋　＋　＋　2　＋ 一　　十　　一 十　　十　　十　　一　　一　　一 ”

1㌃e躍04肋ε■08㎜㎜　θ’箆p∫εc4　Schmdcr 一　　り　　一　　一　　静　　十　　十 十　　十 2　1　＋　÷　1　一　＋　　一 ＋　　1　　一 ＋　　一　＋　　一　一　1 曹

P旨eハo酌εσαε冨めμ伽σGr亘now 一　　　　　　　　　，　　　　　　　　　一　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　辱　　　　　　　　　讐　　　　　　　　　一 一

R叩履40蕗α躍㎜老y如π4言σ召ε　Christian 1　　一　一　一　一　一　一 讐　　　　　　　　　一　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　一　　　　　　　　　辱　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　一　　　　　　　　　層 1　　一　＋ 一　一　1　　一　一　一 一

R肋p加π8雄ミP・ 一　　・　一　1　＋　　一　＋ 一　　一　　一　　璽　　一　　十　　一　　一 1　　－　1　　一　一　一 一

R㎞oJθπ如海めcε雇α写Schradcr 一　　十　　一　　囎　　一　　一　　一　　一 一　1　　一　一　一　一 一

R　　　　　　　靭露吻㎜誌　Brightwe11 一　1　一　一　一　＋　2 一　一　一　1　一　一　1　一 一　一　一　1　　一　一 一

Ro勲昭v’σ部o配ε3Schmder 一　一　一　一　一　一　1 一　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　，　　　　　　　　　一
曹

醜ε」㎞ま㎜η；εc70惚ε（Ehrenberg）Hasle　et　Si皿s ＋　　＋　　一　　一　1　＋　十 ・卜　　， 1　　一　＋　　一　一　一　＋　　一 ，　　十　　一 一　一　1　2　　一　＋ 一

距P加π080吻肋㎜召eKanaya 。　　一　　辱　　一　　一　　一　十 十　　一　　甲　　一　　騨　　一　　一　　曹 一　　・卜　　一 一　　一　　一　　・←　　十　　一 曽

醜切加πo矧廊SPP。 1　5　1　3　1　1　＋ 6　2 ＋　7　－　2　1　・ト　2　1 一　5　3 3　－　3　2　2　4 9
伽融厩oπ8㎜π膨3c苑観4ε3（Grunow）H、et　M，Peragano 36　35　31　23　57　35　28 27　57 40　45　44　60　45　43　42　56 57　48　51 46　63　51　42　51　50 40

刀め々謡αr加加矧朋履επ5なYanagisawa 一　　一　　一　　甲　　÷　　一　　十 ＋　　一　＋　　1　1　1　1　1 十　　一　　十 十　　一　　一　　一　　，　　一 1
勲傭ε’o幽旗めπ9臨枷4qovectGτuuow 1　＋　＋　　一　÷　　一　＋ 1　　一 一　一　一　一　＋　＋　　1　÷ 十　　曹　　一 一　1　＋　　一　1　　一 十

耽ε擁㎜co鷹o㎜Bd⑳e11 一　一　一　一　2　　一　一　一 一

蹄o訪αrか邸P’πo富σKitton 一　一　一　一　1　＋　＋ ＋　　1　＋　＋　＋　　1　＋　　1 ＋　5　1 2　＋　＋　　一　一　2 一

Totalnumberofvalvescountc｛1 100100100100100100100 100100 100100100100100100100100 100100100 100100100100100100 100

一165一


